


　
明
治
６
年
４
月
２２
日
、
父
北
能
（
き
た

の
）
喜
吉
、
母
ウ
メ
子
の
次
男
と
し
て
秋

田
県
由
利
郡
金
浦
町
（
現
・
秋
田
県
に
か

ほ
市
）
で
生
ま
れ
る
。
１４
歳
で
本
庄
町
（
現
・

由
利
本
荘
市
）
の
旅
館
兼
瀬
戸
物
を
商
う

小
松
屋
に
丁
稚
奉
公
に
出
る
。
　
　
　
　

　
１７
歳
の
時
、
同
郡
象
潟
町
（
現
・
秋
田

県
に
か
ほ
市
）
の
豪
商
佐
々
木
直
次
郎
に

見
込
ま
れ
て
佐
々
木
家
の
養
子
に
迎
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
不
幸
に
も
直
次
郎
は
脳

溢
血
の
た
め
急
逝
。
直
次
郎
の
甥
の
小
治

郎
が
家
政
大
整
理
の
任
に
当
た
り
、
呉
服

部
を
担
当
し
て
い
た
平
次
郎
を
漁
業
部
に

引
き
抜
き
樺
太
漁
場
に
派
遣
す
る
。
　
　

　
明
治
３５
年
、
敦
賀
丸
に
て
函
館
に
到
着
、

函
館
で
一
切
の
準
備
を
整
え
て
、
樺
太
の

漁
業
地
へ
向
け
て
出
航
す
る
。
　
　
　
　

　
明
治
３６
年
、
分
家
独
立
し
、
サ
ハ
リ
ン

島
で
有
望
な
漁
場
を
獲
得
し
て
漁
業
経
営

を
始
め
る
。
日
露
戦
争
後
に
は
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
方
面
に
も
出
漁
し
、
後
に
米
穀
、
海

産
物
委
託
問
屋
、船
舶
業
、倉
庫
業
を
営
む
。

　
大
正
７
年
、
樺
太
に
佐
々
木
漁
業
汽
船

（
後
に
佐
々
木
汽
船
と
し
て
本
拠
地
を
函

館
に
移
し
、
漁
業
部
は
樺
太
漁
業
株
式
会

社
と
な
り
、
同
じ
く
函
館
を
本
拠
地
と
す

る
）
、
函
館
に
佐
々
木
商
業
を
設
立
、
さ

ら
に
１０
年
に
は
、
佐
々
木
倉
庫
を
興
す
。

　
大
正
１０
年
の
日
露
漁
業
、
輸
出
食
品
、

勘
察
加
（
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
）
漁
業
の
３
社

に
よ
る
露
領
漁
業
の
第
１
次
合
同
が
行
わ

れ
た
際
に
は
、
露
領
漁
業
の
権
利
を
譲
渡
。

９
年
に
露
領
水
産
組
合
評
議
員
と
な
り
、

昭
和
３
年
に
は
同
組
合
の
副
組
長
、
の
ち

に
組
長
に
就
任
し
て
露
領
水
産
組
合
の
中

心
的
存
在
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
７
年
、
日
露
漁
業
へ
の
第
２
次
合

同
の
際
に
は
露
領
水
産
組
合
を
代
表
す
る

形
で
取
締
役
に
就
任
。
さ
ら
に
８
年
に
は

母
船
式
鮭
鱒
漁
業
を
行
う
大
同
漁
業
を
創

設
し
、
社
長
と
な
る
。
２
年
後
、
太
平
洋

漁
業
に
合
同
さ
れ
、
役
員
に
就
任
す
る
。

こ
の
間
、
中
野
炭
鉱
、
北
海
道
鉄
道
、
寿

都
鉄
道
等
の
取
締
役
社
長
と
な
り
、
北
日

本
汽
船
、
日
本
毛
皮
貿
易
、
大
北
火
災
保

険
等
の
監
査
役
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

そ
の
他
関
係
す
る
処
多
く
挙
げ
て
数
え
る

こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
　
　
　

　
明
治
３９
年
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
の

役
に
従
軍
し
て
功
績
を
挙
げ
、
勲
八
等
白

色
桐
葉
章
に
叙
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
正
８

年
の
叙
勲
七
等
授
瑞
宝
章
受
章
か
ら
昭
和

７
年
の
叙
勲
三
等
授
瑞
宝
章
受
章
ま
で
５

つ
の
叙
勲
を
叙
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
函
館
区
会
議
員
、
商
工
会
議
所
常
議
員
、

同
特
別
議
員
を
歴
任
し
、
大
正
６
年
以
来

衆
議
院
議
員
に
当
選
す
る
こ
と
６
回
、
日

露
漁
業
問
題
に
関
し
て
は
終
始
国
権
の
進

展
に
尽
く
し
、
こ
の
交
渉
の
た
め
に
国
の

代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
４
回
に
及

ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
１０
年
４
月
２１
日
、
癌
に
冒
さ
れ
て

６３
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
　
　
　
　
　
　

　 　
写
真
・
取
材
協
力
／
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
佐
々
木
平
次
郎
伝
」小
野
田
正
編
集

　
　
　
　
　
　
「
函
館
紳
士
鑑
」「
函
館
市
功
労
者
小

　
　
　
　
　
　
　
伝
」
「
北
海
道
人
名
辞
書
」
「
函
館

　
　
　
　
　
　
　
市
史
」通
説
編
３５
編
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
函
館
人
物
誌
」近
江
幸
雄
著
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 



■
葉
加
瀬
太
郎
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
シ
ア
タ
ー
函
館
公
演
　
　

　
葉
加
瀬
太
郎
初
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
。
１
部
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

を
中
心
に
、
２
部
は
ピ
ア
ノ

＋
ス
ト
リ
ン
グ
ス
・
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
を
加
え
て
の
ク
ラ
シ

カ
ル
な
世
界
。
　
　
　
　
　

開
催
日
　
５
月
１０
日
�
　
　

■
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
ク
レ
イ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
・

　
ユ
ー
」
函
館
公
演
　
　
　

　
リ
ク
エ
ス
ト
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
に
選
ば
れ
続
け
て
い
る
最

高
に
幸
せ
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

開
催
日
　
５
月
２４
日
�
　
　

■
熱
帯
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
楽
団
　
　

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
　
　

　
ｉ
ｎ
　
函
館
　
　
　
　
　

　
現
在
の
日
本
を
代
表
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ

テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
。

懐
か
し
の
ラ
テ
ン
名
曲
か
ら

フ
ァ
ン
キ
ー
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

ま
で
、
と
び
っ
き
り
熱
い
サ

ウ
ン
ド
を
繰
り
広
げ
る
。
　

開
催
日
　
６
月
４
日
�
　
　

■
札
幌
交
響
楽
団
函
館
公
演

　
今
年
で
創
立
５０
周
年
を
迎

え
る
、
北
海
道
唯
一
の
プ
ロ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
札
響
」
。

今
回
は
、
指
揮
に
尾
高
忠
明
、

ソ
リ
ス
ト
に
松
田
理
奈
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）
を
迎
え
る
。

開
催
日
　
７
月
１２
日
�
　
　 

  

■
林
家
木
久
扇
の
爆
笑
落
語

　
と
一
龍
斎
貞
水
立
体
怪
談

　
「
笑
い
」
と
「
恐
怖
」
。
古

典
落
語
の
本
格
派
春
風
亭
柳

橋
、
笑
点
で
お
馴
染
み
の
林

家
木
久
扇
の
爆
笑
落
語
、
そ

し
て
講
談
師
初
の
人
間
国
宝

に
認
定
さ
れ
た
一
龍
斎
貞
水

の
立
体
怪
談
。
　
　
　
　
　 

 

　 
      

開
催
日
　
７
月
３１
日
�
　
　

■
寺
久
保
エ
レ
ナ
北
海
道
コ

　
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
　
　
　

　
野
太
い

音
色
と
ま

ば
ゆ
い
ば

か
り
の
ス

ピ
ー
ド
感

を
伴
っ
た

サ
ッ
ク
ス

は
ま
さ
に

「
本
格
派
」
の
貫
禄
。
地
元

北
海
道
は
も
と
よ
り
、
今
で

は
す
で
に
全
国
の
ジ
ャ
ズ
の

ラ
イ
ブ
・
ハ
ウ
ス
、
ジ
ャ
ズ
・

フ
ァ
ン
、
ジ
ャ
ズ
評
論
家
の

間
で
「
エ
レ
ナ
を
聴
い
た
か
？
」

と
の
問
い
か
け
が
交
わ
さ
れ

て
い
る
大
型
新
人
。
　 

開
催
日
　
８
月
５
日
�
　
　 

■
忍
た
ま
乱
太
郎
シ
ョ
ー
　

　
忍
者
ギ
ャ

グ
マ
ン
ガ「
落

第
忍
者
乱
太

郎
」
を
原
作

と
す
る
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
。
　
　
　
　
　
　
　

開
催
日
　
９
月
１１
日
�
　
　

■
小
曽
根
真
＆
Ｎ
ｏ 

Ｎ
ａ

　
ｍ
ｅ 

Ｈ
ｏ
ｒ
ｓ
ｅ
ｓ
　

　
函
館
公
演
　
　
　
　
　
　

　
日
本

を
代
表

す
る
ジ

ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス

ト
小
曽

根
真
と

日
本
の

ジ
ャ
ズ

シ
ー
ン

で
最
高
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達

を
揃
え
た
総
勢
１５
名
の
夢
の

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
世
界
的
レ

ベ
ル
の
ジ
ャ
ズ
・
ビ
ッ
グ
・

バ
ン
ド
。
　
　
　
　
　
　
　

開
催
日
　
１０
月
２０
日
�
　
　

　
以
上
の
他
に
も
、
函
館
に

ゆ
か
り
の
あ
る
演
奏
家
に
よ

る
「
ざ
い
だ
ん
出
前
コ
ン
サ

ー
ト
」
、
子
ど
も
た
ち
に
邦

楽
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
「
邦
楽
こ
ど
も
教
室
」
、「
函

館
ジ
ュ
ニ
ア
・
ド
リ
ー
ム
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
定
期
演
奏

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　 

　 
  

■
リ
サ
イ
タ
ル
・
シ
リ
ー
ズ

○
有
希
マ
ヌ
エ
ラ
・
ヤ
ン
ケ

　
＆
歩
マ
ノ
ン
・
ヤ
ン
ケ
　

　
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
　

　
２
０
０
７
年
、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

３
位
受
賞
等
輝
か
し
い
実
績

を
も
つ
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
有
希
マ
ヌ
エ
ラ
・
ヤ

ン
ケ
と
、
そ
の
伴
奏
を
務
め

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
歩

マ
ノ
ン
・
ヤ
ン
ケ
の
姉
妹
に

よ
る
息
の
合
っ
た
演
奏
が
再

び
函
館
に
。
　
　
　
　
　
　

開
催
日
　
５
月
２１
日
�
　
　

○
外
山
啓
介
　
　
　
　
　
　

　
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
　

　
２
０
０
７
年
、
サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル
を
始
め
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
た
デ
ビ
ュ
ー
・

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
チ
ケ
ッ
ト

が
完
売
す
る
な
ど
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
札
幌
出

身
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
外
山

啓
介
の
「
新
た
な
挑
戦
」
。

開
催
日
　
７
月
２２
日
�
　
　

○
前
橋
汀
子
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ

　
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
　
　
　

　
日
本
を
代
表
す
る
国
際
的

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
、

優
雅
さ
と
円
熟
味
に
溢
れ
た

演
奏
で
多
く
の
聴
衆
を
魅
了

し
て
い
る
前
橋
汀
子
の
小
品

を
中
心
と
し
た
親
し
み
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
　
　
　
　

開
催
日
　
８
月
２９
日
�
　
　 

  

■
初
田
悦
子
　
歌
う
子
育
て

　
コ
ン
サ
ー
ト
〜
マ
マ
か
ら

　
の
お
く
り
も
の
〜
　
　
　

　
各
地
で
親
子
向
け
の
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
、
好
評
を
得
て

い
る
マ
マ
さ
ん
シ
ン
ガ
ー
が

再
び
来
函
！
子
育
て
世
代
へ

贈
る
、
子
育
て
応
援
・
参
加

型
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
　
　
　

開
催
日
　
６
月
１８
日
�
　
　

■
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
　
　

　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
　
２
０
１
１
　

　
　
　
　
　
　 

       

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
ピ
ア
ノ
）
の
３

人
か
ら
な
る
新
し
い
イ
ン
ス

ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
・
ユ
ニ
ッ

ト
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
音
楽

大
学
出
身
と
い
う
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
力
と

数
々
の
実
績
を
持
つ
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
映

画
音
楽
等
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
、
爽
や
か
で
あ

り
な
が
ら
大
胆
で
刺
激
的
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
。
　

開
催
日
　
１２
月
９
日
�
　
　

■
イ
ッ
セ
ー
尾
形
　
　
　
　

　
ひ
と
り
芝
居
函
館
公
演
　

　
３０
年
間
、
笑
わ
れ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
「
ど
こ
か
に
い

そ
う
な
誰
か
」
を
作
り
あ
げ

て
き
た
イ
ッ
セ
ー
尾
形
の「
ひ

と
り
芝
居
」
。
　
　
　
　
　

　
「
笑
い
」
で
も
な
く「
演
劇
」

の
枠
を
も
超
え
た
独
特
な
舞

台
で
は
、
最
小
限
の
小
道
具

や
舞
台
セ
ッ
ト
な
が
ら
、
日

常
あ
り
が
ち
な
出
来
事
と
人

物
を
的
確
に
描
写
し
つ
つ
、

吹
き
出
す
ほ
ど
滑
稽
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
生
み
だ
さ
れ
る
。

テ
レ
ビ
で
は
決
し
て
味
わ
え

な
い
世
界
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　 
    

開
催
日
　
平
成
２４
年
２
月
２６
日
�

　
以
上
の
他
に
も
、
函
館
に

ゆ
か
り
の
あ
る
若
い
演
奏
家

に
よ
る
「
函
館
新
人
演
奏
会
」
、

市
内
の
演
奏
家
に
よ
る
「
ジ

ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
「
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
」
、

地
元
劇
団
に
よ
る
演
劇
公
演

「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、

地
元
出
身
者
や
地
元
で
活
動

す
る
演
奏
家
に
よ
る
「
ス
プ

リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 



　 ■
指
揮
　
小
林
　
研
一
郎
　
　
　
　

　
私
と
都
響
の
皆
さ
ん
と
の
共
演
は

古
く
、
３０
数
年
前
に
遡
り
ま
す
。
　

　
特
に
印
象
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
初
の
海
外
ツ
ア
ー
（
１
９

７
７
年
、
東
欧
を
巡
る
４５
日
間
）
。

そ
の
旅
行
の
前
年
に
私
が
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
聴
衆
に

暖
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
そ
の
貴
重

な
体
験
が
そ
の
後
の
私
の
大
き
な
糧

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
２
年
前
、
久
し
ぶ
り
の
都
響
定
期

公
演
で
は
「
最
も
成
長
著
し
い
都
響
」

と
の
評
判
を
実
感
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
皆
さ
ん
が
奏
で
る
ブ
リ
リ
ア
ン

ト
な
響
き
の
中
で
幸
せ
な
時
を
過
ご

せ
た
こ
と
は
至
福
で
し
た
。
　
　
　

　
今
回
の
函
館
公
演
は
聴
衆
の
皆
様

に
豊
暁
な
「
都
響
ワ
ー
ル
ド
」
を
体

感
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
共
演
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
山
実
稚
恵

さ
ん
も
昨
年
デ
ビ
ュ
ー
２５
周
年
を
迎

え
ら
れ
、
今
回
の
都
響
・
コ
バ
ケ
ン

と
の
初
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
大
い
に
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

■
ソ
リ
ス
ト
　
小
山
実
稚
恵（
ピ
ア
ノ
）

　
数
多
く
の
演
奏
会
や
数
多
く
の
コ

ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
ご
一
緒
さ
せ
て

頂
き
、
心
か
ら
共
感
す
る
東
京
都
交

響
楽
団
さ
ん
と
い
つ
も
熱
い
音
楽
で

導
い
て
下
さ
る
小
林
研
一
郎
先
生
、

実
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
共
演
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
初
め
て
で
す
。
今

回
、
函
館
市
民
会
館
の
開
館
４０
周
年

と
い
う
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
シ
ョ

パ
ン
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
演
奏
で
き

ま
す
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
は
シ
ョ
パ
ン
の
生
誕
２
０
０

周
年
で
、
秋
に
は
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
や
生
家
で
の
演
奏
等
、

シ
ョ
パ
ン
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
の
で
き
た
１
年
で
し
た
。
　
　
　

　
今
回
演
奏
い
た
し
ま
す
協
奏
曲
第

１
番
は
、
弱
冠
２０
歳
の
シ
ョ
パ
ン
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
去
る
直
前
の
告
別
コ

ン
サ
ー
ト
に
て
初
演
奏
し
た
作
品
で
、

若
い
息
吹
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

香
り
が
濃
縮
さ
れ
た
作
品
で
す
。
今

回
は
シ
ョ
パ
ン
が
生
き
た
時
代
を
推

察
し
て
校
訂
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
の
演
奏

で
す
の
で
、
時
代
を
超
え
て
シ
ョ
パ

ン
が
感
じ
て
い
た
響
き
を
耳
で
、
心

で
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
せ
で
す
。

演
奏
曲
目 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ

　
の
結
婚
』
序
曲
　
　
　
　
　
　
　

シ
ョ
パ
ン
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

　
ホ
短
調
作
品
１１
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
６
番

　
『
田
園
』
ヘ
長
調
作
品
６８
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
　
　
Ｂ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
半
額
　
　
　
　

　
　
　（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
高
校
生
以
下
券
は
、
市
民
会
館
・

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　 

 
　四季の作品の中でもお客様からのリクエストナンバー 
ワンに選ばれ続けているこの最高にハッピーなミュージ 
カルは、再演の度に日本中を幸せにしてきました。そし 
て２０１１年、いよいよ全国ツアーに５年振りに帰って 
きます。 
日　時　５月２４日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席８,０００円、Ａ席６,０００円 
　　　　Ｂ席４,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。　　　 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、劇団四季 
　　　　北海道新聞社、北海道文化放送 
　　　　エフエム北海道、ＪＲ北海道 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

　葉加瀬太郎、初のクラシック・スタイル・コンサート 
・ツアー決定！ 
　１９９０年、クライズラー＆カンパニーのヴァイオリ 
ニストとしてデビュー。セリーヌ・ディオンとの共演で 
一躍、世界的存在となる。 
　知名度・実力共にトップクラスの葉加瀬太郎、初のク 
ラシック・スタイル・コンサート・ツアー。２部構成の 
第１部は、ヴァイオリンとピアノによるブラームスのソ 
ナタを中心に。そして第２部は、ピアノ＋ストリングス 
・クインテットを加えての葉加瀬太郎のクラシカルな世 
界。 
日　時　５月１０日�午後７時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　６,８００円（全席指定） 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

お
二
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



○
有
希
マ
ヌ
エ
ラ
・
ヤ
ン
ケ
＆
歩
マ

　
ノ
ン
・
ヤ
ン
ケ
　
デ
ュ
オ
・
リ
サ

　
イ
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
将
来
を
期
待
さ

　
　
　
　
　
　
　
れ
る
逸
材
の
１
人

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
若
手
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
有

　
　
　
　
　
　
　
希
マ
ヌ
エ
ラ
・
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ケ
と
、
姉
の
歩

　
　
　
　
　
　
　
マ
ノ
ン
・
ヤ
ン
ケ
。

　
　
　
　
　
　
　
姉
妹
が
織
り
成
す

　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
音
色
が
響

　
　
　
　
　
　
　
き
渡
り
ま
す
。
　

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
　
　
　
　
　

　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
８

　
　
番
ト
長
調
作
品
３０ 
¦
３
　
　
　

　
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
３

　
　
番
ニ
短
調
作
品
１
０
８
　
　
他

日
時
　
５
月
２１
日
�
午
後
６
時
３０
分

○
外
山
啓
介
　
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

　 　 
     

　
昨
年
末
に
は
「
東
急
ジ
ル
ベ
ス
タ 

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
す
る
な
ど 

今
後
最
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
札
幌 

出
身
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
色
彩
感 

豊
か
な
独
特
の
音
色
を
持
つ
繊
細
な 

演
奏
が
魅
力
で
す
。
　
　
　
　
　
　

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
　
　
　
　
　

　
　
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ「
悲
愴
」「
月
光
」 

　
　
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」「
熱
情
」

日
時
　
７
月
２２
日
�
午
後
６
時
４５
分

○
前
橋
汀
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

      

　
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ハ
ー
ト
の
両
面
に

お
い
て
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
て
い

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
若
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
松
本
和
将
の
伴
奏
で
贈
る
珠

玉
の
小
品
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ
　
松
本
和
将
　
　
　
　
　
　

曲
目
　
エ
ル
ガ
ー
／
愛
の
挨
拶
　
他

日
時
　
８
月
２９
日
�
午
後
６
時
４５
分

※
前
橋
汀
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ

　
イ
タ
ル
は
日
時
が
変
更
に
な
り
ま

　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ○
シ
リ
ー
ズ
券
（
３
公
演
セ
ッ
ト
券
）

　
の
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
８
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

期
間
　
２
月
２６
日
�
〜
５
月
２１
日
�

※
シ
リ
ー
ズ
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
の
み

　
で
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
１
回
券
（
各
公
演
チ
ケ
ッ
ト
）
の

　
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
Ｓ
　
席
　
　
　
３
５
０
０
円

　
　
　
Ａ
　
席
　
　
　
２
５
０
０
円

　
　
　
学
生
券
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

発
売
日
　
３
月
２６
日
�
　
　
　
　
　

※
学
生
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
、
市
民
会

　
館
、
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
北

　
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
で

　
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　 

　熱帯ＪＡＺＺ楽団 
は、全米ビルボード 
誌ラテンチャートで 
首位を獲得、グラミ 
ー賞ノミネートなど 
輝かしい活動を展開 
し、１９９７年に解 
散したオルケスタ・ 
デ・ラ・ルスのリー 
ダー、カルロス菅野 
の元に現在の日本を 
代表するミュージシャンが一堂に会したラテン・ジャズ 
・ビッグ・バンドで、ラテン音楽をルーツに、無条件に 
楽しめるコンサートを繰り広げています。個性溢れるメ 
ンバー達が“音楽はエンターテイメントだ！”をコンセ 
プトに、ステージ上で縦横無尽に懐かしのラテンの名曲 
は勿論、ジャズ・ファンク・オリジナルまでトビッキリ 
熱いビッグ・バンド・サウンドを奏でる。 
日　時　６月４日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席４,０００円、Ａ席３,０００円 
　　　　高校生以下半額（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。 
チケット発売日　３月５日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　子育て経験者ならではの視点で作詞したデビュー曲を 
始め、幅広いジャンルの曲を歌いこなすアーティスト。 
親子向けのコンサートも各地で開催し好評を得る。キッ 
ズルームや授乳室、休憩室にてお子様連れのお客様をサ 
ポート致します。また会場には座敷席もあり、リラック 
スしてコンサートを鑑賞できる。ベビーカーに乗った赤 
ちゃん連れも大歓迎！ 
　子育て中のパパ、ママへ贈る子育て応援コンサート。 
日　時　６月１８日�午後２時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般券１,０００円 
　　　　※全席自由、小学生以下無料（要整理券） 
発売日　４月１０日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、 ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
 

歌スタからメジャーデビューしたママさんシンガー 
昨年の函館初コンサートに引き続き、再び函館へ！！



「車椅子使用者　無料招待」
募集人員　５月１４日�６名・１５日�６名 
　　　　　※身体障がいのため、常時車椅子を使用さ 

　　　　　　れる方 
申込期間　３月３１日�必着 
申込先　　〒０４２－０９３２　函館市湯川町１－３２－２ 
　　　　　函館市民体育館 
申込方法　ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号、希 
　　　　　望日（５月１４日�・１５日�のいずれか） 
　　　　　を明記し、上記宛先へ郵送してください。 
　　　　　（応募者１名につきハガキ１枚のみ有効） 
　　　　　応募多数の場合は、抽選となります。また、 
　　　　　介助者は１名に限り同席ができます。 

日　時　５月１４日�・１５日� 
　　　　午前１１時１５分開場（予定）午後１時試合開始 
会　場　千代台公園野球場（オーシャンスタジアム） 
料　金　ネット裏指定席　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ｓ　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ａ　前売３,５００円、当日４,０００円 
　　　　外野自由席おとな　前売１,５００円、当日１,７００円 
　　　　外野自由席小学生　前売　６００円、当日　８００円 
　　　　（内野指定席は４歳から入場券が必要、外野自 
　　　　由席は未就学児無料） 
前売券発売日及び発売所 
２月２４日�／函館市民体育館、ミノルスポーツ、市内 
　　　　　　　松柏堂プレイガイド、石田文具、ローソ 
　　　　　　　ンチケット（Ｌコード５／１４分１０５１４、 
　　　　　　　５／１５分１０５１５）、チケットぴあ（Ｐコ 

　　　　　　　ード８１７－９９７／サンクス各店）、セブ 
　　　　　　　ンイレブン各店（店内マルチコピー機）、 
　　　　　　　ＪＲ北海道「みどりの窓口」「ツインクル 
　　　　　　　プラザ」、札幌ドーム、道新プレイガイド 
　　　　　　　（札幌）、等　 
４月１日�／千代台公園陸上競技場 

※開催当日、球場駐車場は使用できません。最寄りの公 
　共交通機関をご利用ください（市電「千代台停留所」 
　下車徒歩３分）。 
※ファイターズパスポートは、ご利用いただけませんの 
　で予めご了承ください。 
問合せ　�５７－３１４１（市民体育館） 

　弦楽クリニック受講生が中心となって結成されたオー 
ケストラによる２１回目の演奏会。指揮は、２００７年 
の演奏会から指揮を執り毎回好評を博している、札幌交 
響楽団の遠藤幸男、ソリストには、函館市出身で国内外 
で広く活躍されているピアニスト・高実希子を迎える。 
弦楽合奏曲、協奏曲、交響曲からなる多彩なプログラム 
となっている。 
曲　目　ドヴォルザーク／ 
　　　　　弦楽のためのセレナードホ長調作品２２ 
　　　　ベートーヴェン／ 
　　　　　ピアノ協奏曲第３番ハ短調作品３７ 
　　　　ブラームス／交響曲第１番ハ短調作品６８ 
日　時　３月１３日�午後３時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般２,０００円、一般ペア３,０００円 
　　　　高校・大学生１,０００円 
　　　　中学生以下無料（要整理券、全席自由） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　キャスト・ス 
タッフコースの 
受講生とジュニ 
アコースの子ど 
もたちによる卒 
業公演。誰もが 
知っているピー 
ターパンとはち 
ょっと違う、歌 
ありダンスあり 
笑いあり、大人 
も子どもも楽しめる作品です。 
日　時　３月５日�午後６時３０分 
　　　　３月６日�午後４時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　５００円（全席自由、高校生以下無料） 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　地元で活動しているアマチュア・ジャズ・ミュージシ 
ャンを募集しております。年齢やメンバー構成は問いま 
せん。 
日　　時　６月２６日�午後２時（予定） 
会　　場　函館市芸術ホール 
出演時間　２０分以内 
応募締切　３月１５日�必着 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　 
             

■
社
会
学
級
生
の
募
集
　
　
　
　
　

　
社
会
学
級
で
は
、
教
養
を
高
め
る

各
種
講
座
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
学
級
生
が
自
ら
企
画
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層

の
学
級
生
が
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
の
小
・
中
学
校
　
　
　

対
象
　
主
と
し
て
開
設
学
校
の
校
区

　
　
　
に
居
住
す
る
成
人
　
　
　
　

■
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
募
集
　

　
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
と
は
、
豊
富
な

知
識
や
優
れ
た
技
術
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
意
欲
を
持
つ
個
人
や
グ

ル
ー
プ
に
登
録
い
た
だ
き
、
学
習
す

る
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
指
導

者
登
録
制
度
で
す
。
　
　
　
　
　
　

登
録
で
き
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　

　
依
頼
に
応
じ
、
交
通
費
程
度
の
謝

礼
で
講
話
や
学
習
の
手
ほ
ど
き
等
を

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
。

※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
　
　

■
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座
運
営
委
員

　
を
募
集
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録

者
（
教
育
委
員
会
の
人
材
登
録
制
度
）

を
講
師
に
開
催
す
る
「
ま
な
び
っ
と

体
験
講
座
」
の
企
画
・
運
営
を
行
う

委
員
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２
名
（
う
ち
１
名
は
女
性
を

　
　
　
優
先
し
委
員
に
決
定
し
ま
す
）

任
期
　
１
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
条
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
の
方
で
生

涯
学
習
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
方
他

応
募
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
指
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
３

月
１５
日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
応
募
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
　

※
決
定
後
は
応
募
者
へ
書
面
で
通
知

　
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
・
問
合
せ
　
　
　
　
　
　
　

　
�
２２ 
¦
９
７
０
０
（
地
域
交
流
ま

　
　
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
） 

　E
-m
ail:toiaw

ase@
hakom

achi.com

■
公
の
施
設
利
用
者
証
　
　
　
　
　

　
市
民
で
障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び

６５
歳
以
上
の
方
は
、
「
公
の
施
設
利

用
者
証
」
を
提
示
す
る
と
使
用
料
の

特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
の
あ
る
方
は
無
料
、
６５
歳

　
以
上
の
方
は
半
額
　
　
　
　
　
　

※
施
設
利
用
者
証
申
請
に
関
す
る
こ

　
と
は
、
生
涯
学
習
課
（
�
２１ 
¦
３

　
４
４
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。 

　 
 

■
も
の
づ
く
り
教
室
「
プ
ロ
ペ
ラ
職

　
人
に
な
ろ
う
」
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
１
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
２５
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
３
月
８
日
�
ま
で
電
話
で

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

○
ス
テ
キ
に
整
理
整
頓
　
　
　
　
　

　
「
３
つ
の
小
物
立
て
」
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
前
１０
時
　
　

○
パ
タ
パ
タ
回
転
！
　
　
　
　
　
　

　
「
ふ
し
ぎ
な
手
品
ブ
ッ
ク
」
　
　

日
時
　
３
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
各
回
と
も
小
中
学
生
２５
名
　

　
　
　
（
申
込
順
）
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
受
付
　
　
　
　
　

　 
 

■
ふ
る
る
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
６
日
�
午
前
１０
時
〜
　

　
　
　
午
後
３
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

※
一
部
有
料
体
験
有（
１
０
０
円
程
） 

　 
 

■
放
送
大
学
函
館
学
習
室
の
ご
案
内

　
放
送
大
学
は
Ｔ
Ｖ
等
の
放
送
に
よ

り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

函
館
大
学
図
書
館
内
に
あ
る
放
送
大

学
函
館
学
習
室
で
は
、
放
送
大
学
の

授
業
を
視
聴
し
た
り
、
ビ
デ
オ
・
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
等
の
教
材
の
再
視
聴

が
で
き
ま
す
。
放
送
大
学
生
で
は
な

い
一
般
の
方
も
無
料
で
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
所
日
　
火
曜
日
〜
日
曜
日
（
祝
日
、

　
　
　
　
年
末
年
始
を
除
く
。
）
　

開
所
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

教
材
等
　
１
６
７
科
目
再
視
聴
可
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
１
１
８
１
（
函
館

　
　
　
　
　
大
学
図
書
館
）
　
　
　

　 
 

■
点
字
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
の
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
サ
ピ
エ
図
書
館
に

よ
る
視
覚
障
が
い
者
等
へ
の
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
点
字
・

デ
イ
ジ
ー
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

や
点
字
・
録
音
図
書
の
貸
出
依
頼
が

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
視
覚
等
の
障
が
い
に
よ
り
印

　
　
　
刷
資
料
の
利
用
が
困
難
な
方

　
　
　
（
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
）

■
デ
イ
ジ
ー
図
書
読
み
取
り
専
用
機

　
の
貸
し
出
し
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
　
１
８
０
日
以
内
（
更
新
可
）

定
員
　
１０
台
（
申
込
順
）
　
　
　
　

対
象
　
視
覚
等
の
障
が
い
に
よ
り
印

　
　
　
刷
資
料
の
利
用
が
困
難
な
方

　
　
　
（
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
）

申
込
み
　
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

　
　
　
　
ッ
ク
ス
で
。
　
　
　
　
　

引
渡
し
　
直
接
（
料
金
受
取
人
払
で

　
　
　
　
の
宅
配
も
可
）
　
　
　
　

　 ■
ふ
と
ん
匠
塾
「
も
め
ん
綿
と
手
作

　
り
ふ
と
ん
の
こ
だ
わ
り
」
　
　
　

講
師
　
丹
羽
正
之
（
技
能
グ
ラ
ン
プ

　
　
　
　
リ
優
勝
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
函
館
国
際
ホ
テ
ル
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
６０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
当
日
、
午
前
１１
時
か
ら
座
布
団
作

　
り
の
実
演
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

問
合
せ
　
�
２１ 
¦
３
３
０
９
（
市
労

　
　
　
　
　
働
課
）
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 



　
今
回
は
、
こ
の
春
大
学
を
卒
業
し
、

社
会
に
は
ば
た
い
て
い
く
お
２
人
で

す
。
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
大
学

院
２
年
生
で
、
（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
に
就
職
が
内
定
し
て
い
る
木
川
真

孝
さ
ん
と
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館

校
人
間
地
域
科
学
課
程
４
年
生
で
、

外
資
系
航
空
会
社
に
就
職
す
る
濱
野

ひ
と
み
さ
ん
で
す
。
木
川
さ
ん
か
ら

自
己
紹
介
等
を
含
め
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

木
川
　
僕
は
砂
川
市
の
出
身
で
す
。

高
校
は
滝
川
市
の
高
校
に
進
み
、
部

活
動
の
ほ
か
に
生
徒
会
に
入
り
ま
し

た
。
生
徒
会
で
は
滝
川
に
縁
が
あ
っ

た
ボ
リ
ビ
ア
の
保
育
園
づ
く
り
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
を

通
し
、
募
金
活
動
や
学
祭
で
の
講
演

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　

濱
野
　
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
今

の
大
学
に
進
学
し
た
の
で
す
か
？
　

木
川
　
元
々
パ
ソ
コ
ン
が
身
近
に
あ

り
、
ゲ
ー
ム
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

「
こ
の
ゲ
ー
ム
は
ど
う
や
っ
て
作
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
に
思

っ
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
技
術
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す

が
、
高
校
の
先
生
に
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
「
独
学
よ
り
も
ち
ゃ
ん
と
学

ん
だ
方
が
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
じ

ゃ
あ
、
大
学
に
行
っ
て
専
門
に
勉
強

し
て
み
よ
う
か
、
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
未
来
大
は
新
し
く
き

れ
い
で
、
教
授
陣
は
企
業
出
身
の
方

も
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
大
学

よ
り
も
実
践
的
な
色
々
な
こ
と
が
学

べ
る
と
思
い
、
高
校
時
代
に
や
っ
て

い
た
色
々
な
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

Ａ
Ｏ
入
試
で
入
学
し
ま
し
た
。
　
　

濱
野
　
私
は
札
幌
出
身
で
、
高
校
で

は
茶
道
や
華
道
を
少
し
だ
け
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
英
語
が
と
に
か
く

好
き
だ
っ
た
の
と
、
教
育
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
の
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

木
川
　
教
育
大
は
他
に
も
あ
る
の
に

な
ぜ
函
館
校
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

濱
野
　
私
が
入
学
す
る
年
に
大
学
再

編
が
あ
り
、
５
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
色
を
持
つ
課

程
へ
と
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
国
際
協
力
や
海
外
で
の
日
本
語

教
育
な
ど
を
学
ぶ
「
国
際
文
化
・
協

力
専
攻
」
が
函
館
に
新
設
さ
れ
た
た

め
、
函
館
に
来
ま
し
た
。
大
学
に
入

学
す
る
ま
で
、
一
度
も
函
館
に
来
た

こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
、
「
な
に
も

な
い
と
こ
ろ
な
の
か
な
？
」
と
思
っ

て
来
た
ら
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
っ
て
。

今
思
う
と
失
礼
な
話
で
す
よ
ね
（
笑
）

函
館
の
人
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
や
街

中
の
人
も
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
て
く

る
の
で
、
初
め
は
驚
き
ま
し
た
。
　

木
川
　
僕
は
大
学
院
ま
で
進
ん
だ
の

で
、
函
館
生
活
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

塾
講
師
の
バ
イ
ト
や
学
生
運
営
Ｂ
ａ

ｒ
の
バ
ー
テ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

な
ど
、
学
生
に
し
か
で
き
な
い
よ
う

な
色
々
な
事
を
通
し
て
、
函
館
の
人

と
交
流
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
で
は
サ
ー
モ
ン
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
い
う
鮭
釣
り
サ
ー
ク
ル

を
先
輩
方
と
立
ち
上
げ
て
、
地
元
漁

師
の
方
に
漁
船
に
乗
せ
て
い
た
だ
き
、

函
館
の
ア
ツ
い
海
の
男
達
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

濱
野
　
私
は
、
２
年
生
の
時
に
友
人

数
人
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
、
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
Ｓ
と
し
て
北
大
水
産
学

部
の
学
生
や
社
会
人
の
方
と
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い
た

の
は
初
め
の
１
年
だ
け
で
し
た
が
、

と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

木
川
さ
ん
は
大
学
で
ど
の
よ
う
な
事

を
研
究
し
て
い
た
の
で
す
か
？
　
　

木
川
　
大
学
３
年
の
時
に
行
っ
た「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
協
力
企
業
や
他
大

学
と
連
携
し
て
ケ
ー
タ
イ
ア
プ
リ
の

開
発
を
行
い
ま
し
た
。
４
年
生
で
は

企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど
も
行
い
、

大
学
院
で
は
携
帯
電
話
の
セ
ン
サ
ー

を
利
用
し
て
、
人
の
在
席
状
態
や
歩

行
状
態
な
ど
を
自
動
検
出
す
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。
濱
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
事
を

し
て
い
た
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　

濱
野
　
先
生
の
紹
介
で
１
年
生
の
頃

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
授
業
の
実
習

で
北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
海

外
か
ら
の
留
学
生
に
日
本
語
を
教
え

る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
Ｊ

Ｔ
Ｓ
（
函
館
日
本
語
教
育
研
究
会
）

が
行
っ
て
い
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
に
も
ゼ
ミ
単
位
で
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
大
学
３
年
の
時
に

先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
英
国
の
公
的
国

際
文
化
交
流
機
関
）
の
日
本
語
指
導

助
手
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
イ
ギ

リ
ス
の
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
街
に

９
ヶ
月
留
学
し
、
英
語
に
よ
る
日
本

語
教
育
を
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
海
外
に
憧
れ
る
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
海
外
に

行
っ
た
こ
と
で
外
か
ら
日
本
を
見
つ

め
直
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
東

京
で
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
就
職
活
動
は
大
変
だ
っ
た
の

で
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
川
　
僕
は
、
１２
月
か
ら
４
月
ま
で

就
職
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

東
京
に
マ
ン
ス
リ
ー
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
友
人
と
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し
な

が
ら
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
志
望
だ
っ
た
（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
か
ら
内
定
を
い
た
だ
け
た
事
も

大
き
い
で
す
が
、
色
々
な
企
業
の
人

と
出
会
え
、
普
段
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
会
社
の
実
情
な
ど
も
聞

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
く
就

職
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

濱
野
　
私
は
、
東
京
に
住
む
友
達
の

家
に
居
候
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
国
内
の
会
社
か
ら
も
内
定
を
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
、

も
っ
と
語
学
力
を
磨
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
客
室
乗
務
員
へ
と
決

め
ま
し
た
。
今
回
内
定
を
い
た
だ
い

た
会
社
に
は
１
０
０
ヶ
国
以
上
の
国

籍
の
人
が
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

日
本
人
は
そ
の
中
で
も
英
語
が
で
き

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
仕
事
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
語

学
力
も
も
っ
と
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

木
川
　
大
学
で
学
ん
で
き
た
事
を
活

か
し
な
が
ら
、
社
会
で
は
ど
の
よ
う

な
事
を
学
べ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

僕
は
大
学
院
ま
で
行
っ
た
た
め
２４
歳

で
社
会
人
１
年
目
で
す
が
、
今
後
も

１
年
１
年
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※ ※
Ａ
Ｏ
＝
志
望
理
由
書
や
面
接
な
ど
に
よ
り
評
価
を
行
う
入
試
方
法
。 



　
今
か
ら
も
う
２
年
も
前
、
函
館
に

い
た
と
き
の
自
分
は
ど
う
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
周
り
の
仲
間
た
ち
と
の
身

内
の
遊
び
か
ら
始
め
た
こ
と
が
、
い

つ
の
ま
に
か
全
国
各
地
の
同
志
た
ち

と
結
び
つ
き
、
一
緒
に
音
楽
や
ア
ー

ト
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
よ
う
に
な
っ

た
。
函
館
は
小
さ
な
街
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
北
海
道
の
入
り
口
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と

い
う
考
え
も
あ
っ
た
。
一
見
大
き
な

変
化
の
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
に

も
、
何
か
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
も

の
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

タ
イ
に
来
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
　
　

　
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
タ
イ
の
イ

メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、
ま
ず
ト
ラ
ベ
ラ

ー
の
訪
れ
る
異
国
情
緒
溢
れ
る
場
所
。

全
て
を
忘
れ
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
。

あ
る
い
は
夜
遊
び
に
う
っ
て
つ
け
の

眠
ら
な
い
街
。
し
か
し
自
分
に
と
っ

て
の
タ
イ
は
そ
の
ど
れ
と
も
違
い
ま

す
。
世
界
中
か
ら
様
々
な
個
性
を
持

っ
た
人
々
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
し
て
き
た
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
、

新
し
い
物
事
を
始
め
る
場
所
。
こ
こ

に
抱
い
て
い
る
の
は
、
常
に
未
来
に

繋
が
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
今

ま
で
日
本
で
会
え
な
か
っ
た
よ
う
な

人
た
ち
と
も
、
バ
ン
コ
ク
で
な
ら
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
。
旅
に
お
け
る

一
期
一
会
の
出
会
い
も
素
敵
で
す
が
、

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
も

っ
と
地
に
足
の
つ
い
た
話
が
で
き
る

と
い
う
気
が
す
る
。
今
で
は
１
年
に

１
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で
バ
ン
コ
ク
に

訪
れ
て
い
る
日
本
の
友
人
が
沢
山
い

ま
す
。
久
々
の
再
会
を
楽
し
み
な
が

ら
、
次
の
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
練
る
。

別
れ
の
寂
し
さ
に
浸
っ
て
い
る
と
、

ま
た
す
ぐ
に
次
の
仲
間
が
や
っ
て
く

る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も

良
い
流
れ
に
感
じ

ら
れ
る
の
で
す
。

今
や
バ
ン
コ
ク
は

み
ん
な
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
見
て
い

る
景
色
が
、
世
界

中
ど
こ
ま
で
も
続

い
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
、
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
　

　
結
局
、
函
館
に

い
た
頃
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
し
て
い
る
自
分
が
い
る
。
生
ま

れ
た
国
や
習
慣
が
違
っ
て
も
、
と
て

も
自
然
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
誰
も

が
十
数
年
来
の
知
り
合
い
で
あ
る
か

の
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
見
た
日

本
や
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
見
た
世
界
は
、

こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
異
な
る
出

自
の
人
た
ち
が
シ
ェ
ア
す
る
、
共
通

の
体
験
。
そ
れ
を
元
に
ゼ
ロ
か
ら
創

造
す
る
楽
し
み
。
未
来
の
世
の
中
に

何
か
良
い
も
の
を
残
そ
う
と
す
る
、

前
向
き
さ
と
明
る
さ
に
満
ち
た
仲
間

た
ち
を
誇
り
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
バ
ン
コ
ク
は
、
そ
こ
に

訪
れ
る
人
た
ち
を
い
つ
も
陽
気
な
顔

で
出
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　

　
タ
イ
に
来
る
の
に
お
勧
め
の
時
期

の
ひ
と
つ
は
、
４
月
の
ソ
ン
ク
ラ
ー

ン
（
タ
イ
の
旧
正
月
）
で
す
。
別
名

「
水
掛
け
祭
り
」
と
も
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
互
い
に

水
を
掛
け
合
う
の
で

す
。
タ
イ
で
最
も
暑

い
時
期
な
の
で
す
が
、

さ
す
が
に
背
中
に
氷

水
を
入
れ
ら
れ
た
り

す
る
と
、
寒
く
て
震

え
て
し
ま
い
ま
す
。

巨
大
な
ホ
ー
ス
で
頭

か
ら
水
を
浴
び
せ
ら

れ
て
い
る
と
き
は
、

目
の
前
に
小
さ
な
虹

が
い
く
つ
も
現
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

に
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
タ
イ
な
ら
で
は

の
祭
り
で
す
。
　
　

　 

　
１
９
７
７
年
札
幌
に
生
ま
れ
る
。

高
校
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

帰
国
後
、
幼
少
時
か
ら
の
思
い
出
の

地
、
父
の
故
郷
で
も
あ
る
函
館
に
移

住
。
１
９
９
７
年
か
ら
主
に
函
館
で

過
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
で
の
１０
年
以
上
に
わ
た
る
生

活
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
勇
気

づ
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
多

く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
展
を

主
催
。
全
国
各
都
市
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



　 
         

　
日
展
や
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
な

ど
で
斬
新
な
作
品
を
発
表
し
て
活
躍

す
る
金
属
造
形
作
家
・
折
原
久
左
ェ

門
は
、
１
９
３
１
年
山
形
県
に
生
ま

れ
、
東
京
教
育
大
学
工
芸
建
築
科
に

学
ん
だ
後
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

北
海
道
・
函
館
を
制
作
の
拠
点
と
し

て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
１
９

５
６
年
に
日
展
に
初
入
選
以
降
、
金

属
と
い
う
素
材
の
力
を
独
自
の
表
現

と
し
て
生
か
す
新
た
な
造
形
を
追
究

し
、
現
代
工
芸
賞
や
日
展
文
部
大
臣

賞
、
日
本
芸
術
院
賞
（
北
海
道
在
住

者
で
初
受
賞
）
な
ど
の
受
賞
も
重
ね
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て
北
海

道
内
を
は
じ
め
各
地
の
公
共
空
間
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
多
く
手
が
け
て
い

る
ほ
か
、
意
欲
的
な
制
作
活
動
を
通

じ
て
、
函
館
や
北
海
道
の
金
属
造
形

界
で
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
展
は
、
初
期
の
〈
鉄
花
器
〉
の

シ
リ
ー
ズ
か
ら
〈
結
（
む
す
び
）
〉

〈
接
（
つ
な
ぎ
）
〉〈
祀
（
ま
つ
り
）
〉

〈
道
標
（
し
る
べ
）
〉
と
制
作
テ
ー

マ
を
展
開
さ
せ
て
き
た
作
家
の
特
色

あ
る
金
属
造
形
の
世
界
の
魅
力
を
、

約
５０
点
の
代
表
的
秀
作
に
よ
り
紹
介

す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 
                 

◆
美
術
映
画
会
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
浮
世
絵
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
講
堂
（
入
場
無
料
）
　

◆
同
時
開
催
〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

　
レ
ク
シ
ョ
ン
・
早
春
〉「
い
き
も

　
の
大
行
進
！
」
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２２
日
�
〜
３
月
２３
日
�

観
覧
料
　
一
般
１
７
０（
１
４
０
）円

　
　
　
　
高
大
生
１
０
０（
７０
）円
　

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
は
無

　
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
私
は
今
、
劇
団
四
季
で
舞
台
俳
優

と
し
て
の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
「
出
発
点
」
を
考
え
る
と
、
幼

少
時
代
に
過
ご
し
た
函
館
の
街
に
辿

り
つ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
父
の
転
勤
に
伴
い
、
３
歳
か
ら
８

歳
ま
で
の
５
年
間
を
こ
の
街
で
過
ご

し
ま
し
た
。
異
国
情
緒
溢
れ
る
街
並

み
、
人
情
味
あ
る
市
民
の
方
々
、
函

館
山
か
ら
の
夜
景
は
言
葉
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
美
し
さ
で
、
津
軽
海
峡
に

浮
か
ぶ
漁
り
火
が
そ
れ
に
花
を
添
え

る
。
家
族
と
一
緒
に
色
々
な
場
所
へ

出
か
け
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
さ
て
出
発
点
と
申
し
上
げ
た
の
は
、

こ
の
時
期
に
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
」

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

近
所
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
に
誘
わ

れ
、
週
に
２
、
３
度
、
程
近
く
幼
稚

園
で
行
わ
れ
て
い
た
教
室
へ
通
い
始

め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
所
作
の
一
つ
一
つ
が
と
て
も
優
雅

で
華
麗
な
バ
レ
エ
の
世
界
。
す
ぐ
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。
元
々
体
を
動
か

す
こ
と
も
好
き
で
し
た
か
ら
、
日
頃

の
練
習
の
積
み
重
ね
で
、
結
果
が
出

る
ス
ポ
ー
ツ
的
な
側
面
も
、
性
に
合

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　

　
し
か
し
、
何
よ
り
大
き
く
影
響
し

た
の
は
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
の
存
在
で
す
。
ス
ラ
リ
と
し
た
立

ち
姿
に
、
大
き
な
瞳
、
ま
る
で
フ
ラ

ン
ス
人
形
の
よ
う
で
し
た
。
「
踊
り

を
続
け
て
、
先
生
の
よ
う
に
な
り
た

い
」
―
私
の
最
初
の
目
標
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
９
歳
か
ら

は
旭
川
に
引
越
し
、
バ
レ
エ
も
少
し

お
休
み
。
中
高
時
分
は
、
器
械
体
操

と
新
体
操
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
バ
レ
エ
に
対
す
る
憧
れ
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
函
館
で
磨
い

た
技
術
と
精
神
力
は
、
こ
の
分
野
に

お
い
て
も
、
私
の
大
き
な
武
器
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
舞
台
俳
優
を
志
そ
う
と
思
っ
た
の

も
、
こ
の
頃
か
ら
で
す
。
き
っ
か
け

は
中
学
２
年
時
、
両
親
に
連
れ
ら
れ

て
観
に
行
っ
た
劇
団
四
季
『
キ
ャ
ッ

ツ
』
札
幌
公
演
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と

い
う
舞
台
芸
術
に
初
め
て
触
れ
、
強

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
十
分
に

活
か
せ
る
。
そ
う
思
っ
た
私
は
、
高

校
３
年
で
四
季
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
し
、
俳
優
と
し
て
の
道
を
歩

み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
四
季
に
所
属
し
て
の
数

年
は
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
り
わ
け
未
経
験
だ
っ
た
「
演
技
」

と
「
歌
唱
」
に
は
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
。
も
う
幾
度
と

挫
け
か
け
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
　

　
し
か
し
、
そ
ん
な
と
き
に
思
い
出

す
の
が
、
函
館
で
過
ご
し
た
日
々
、

そ
し
て
私
に
バ
レ
エ
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
こ
と
で
し

た
。
き
っ
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

ま
だ
頑
張
れ
る
、
ひ
た
す
ら
稽
古
に

励
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
か
げ
さ
ま
で
今
、
私
は
四
季
の

様
々
な
作
品
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
あ
の
日
、

函
館
の
幼
稚
園
の
一
室
で
美
し
く
踊

る
先
生
の
お
姿
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
舞
台
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　 



　 
 

●
土
田
宏
写
真
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
２
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　 
 

●
植
松
ト
ヨ
子
水
彩
画
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
１
日
�

●
丸
山
恵
三
個
展
　
　
　
　
　
　
　

　
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
の
街
函
館
」
　 

    

　 
       

会
期
　
３
月
２４
日
�
〜
３
月
２９
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
安
積
徹
作
品
展

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　 
 

●
Ｎ
・
Ｅ
水
彩
画
教
室
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
６
日
�

●
楡
の
会
油
絵
教
室
展
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
８
日
�
〜
３
月
１３
日
�

●
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
コ
ス
モ
ス
の
会

会
期
　
３
月
１５
日
�
〜
３
月
２０
日
�

●
桜
並
木
の
小
さ
な
家
の
仲
間
展
　

会
期
　
３
月
２３
日
�
〜
３
月
２７
日
�

　 
 

●
は
〜
る
ば
る
「
は
こ
だ
て
し
で
ん
」

会
期
　
２
月
２２
日
�
〜
３
月
１３
日
�

●
「
函
館
」
風
景
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１５
日
�
〜
４
月
３
日
�

　 
 

●
高
瀬
宣
夫
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　
大
沼
の
四
季
展
ｐ
ｒ
ａ
ｔ
２
　
　

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　 
 

●
山
猫
博
士
の
創
作
時
計
”
ど
こ
で

　
暮
ら
し
て
も
函
館
時
間
“
展
　
　

会
期
　
３
月
３
日
�
〜
３
月
２２
日
�

●
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
紙
と
布
展

会
期
　
３
月
２４
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　 
 

●
渡
辺
明
子
個
展
「
私
の
中
の
フ
ィ

　
ル
ム
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
５
日
�
〜
３
月
２７
日
�

　 　 ●
ａ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
・
・
・

会
期
　
２
月
２６
日
�
〜
３
月
２２
日
�

　 
 

●
絵
画
工
作
展
示
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
３１
日
�
〜
４
月
４
日
�

　 
 

●
東
北
新
幹
線
Ｅ
５
系
「
は
や
ぶ
さ
」

　
デ
ビ
ュ
ー
記
念
パ
ネ
ル
展
　
　
　

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
９
日
�

●
刑
務
所
作
業
製
品
展
示
会
　
　
　

会
期
　
３
月
１１
日
�
〜
３
月
１３
日
�

●
ド
リ
ー
ム
・
チ
ャ
イ
ル
ド
Ｖ
ｏ
ｌ.

２１

会
期
　
３
月
１６
日
�
〜
３
月
２０
日
�

●
黒
石
ね
ぷ
た
絵
作
品
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
２１
日
�
〜
３
月
２４
日
�

●
ア
イ
ヌ
刺
繍
に
魅
せ
ら
れ
て
　
　

会
期
　
３
月
２６
日
�
〜
３
月
３１
日
� 

　 
 

●
花
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２８
日
�
〜
３
月
１１
日
�

●
特
選
日
本
画
展
　
　
　
　
　
　
　

　 
       

会
期
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
１
日
� 

　 
 

●
イ
ラ
ン
の
織
キ
リ
ム
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１１
日
�
〜
３
月
１
日
�

●
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
　
北
の
ク
ラ
フ

　
ト
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
１
日
�

●
マ
グ
＋
カ
ッ
プ
展
　
　
　
　
　
　

　 
      

会
期
　
３
月
４
日
�
〜
３
月
１５
日
� 

●
ア
ヴ
リ
ル
春
の
ニ
ッ
ト
展
　
　

会
期
　
３
月
１３
日
�
〜
３
月
２１
日
�

●
日
本
の
手
仕
事
　
生
活
の
道
具
展

会
期
　
３
月
２３
日
�
〜
４
月
１２
日
�

　 
 

●
ヨ
ル
ア
オ
・
手
作
り
展
　
　
　

　
〜
布
小
物
・
か
ば
ん
他
〜
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
１０
日
�

●
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

　
手
づ
く
り
の
小
物
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１４
日
�
〜
３
月
２６
日
�

●
絵
と
切
り
絵
と
パ
ン
ア
ー
ト
二

　
人
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
２９
日
�
〜
４
月
１２
日
�

　 
 

●
有
望
作
家
特
選
絵
画
展
　
　
　

会
期
　
３
月
１７
日
�
〜
３
月
２２
日
�

　 
 

●
伊
藤
英
三
絵
画
小
品
展
　
　
　

　
ー
懐
か
し
い
函
館
の
風
景
ー
　

会
期
　
３
月
２９
日
�
〜
４
月
６
日
�

　 
 

●
市
立
函
館
高
校
美
術
部
追
い
出

　
し
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１９
日
�
〜
３
月
２４
日
�

　 ●
函
館
西
高
校
「
書
の
一
年
展
」

会
期
　
３
月
１８
日
�
〜
３
月
２４
日
�

会
場
　
水
道
局
１
階
ア
ク
ロ
ス
十

　
　
　
　
字
街
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３
¦
８
４
１
５
　
　

　
　
　
　
（
山
藤
）
　
　
　
　 



　マーチングの領域を超え、常に新しい舞台設定やエン 

ターテインメントを追求してきたマキシマムＬＩＶＥ。 

今回は初のバンドスタイルを導入し、海外の名曲を多数 

アレンジし、過去に例の無いブラスロックショーを展開。 

マーチングショーも名曲を多数演奏します。 

第１部　ブラスロック／ダンシング・クイーン 
　　　　　　　　　　　デスペラード 

　　　　　　　　　　　ジャンプ、他 

第２部　ステージドリル 
　　　　　映画「ミッションインポッシブル」 

　　　　　映画「マスク・オブ・ゾロ」 

　　　　　映画「ジュラシックパーク」、他 

入場料　Ｓ席２,０００円、Ａ席１,５００円 
　　　　（全席指定） 

問合せ　�５１－３３９０（青年センター）　 

民謡道連合指導者一同応援 
　基城会主、基裕会主、基光会主、基信会主、基利会主 

　基華会主、基繁会主、基悦会主、基房会主、基詠会主 

　基孝会主、基春会主、基菊会主、基歌津会主、基麗会主 

　古川亜美・大國基美智・基開会主（日本一）、基貴会主 

民謡道連合総出演 
入場料　前売２,０００円、当日２,５００円 
問合せ　�５３－１０９８（民謡道佐々木基晴連合）　 

　多くの方に団の活 
動をご覧いただく機 
会として団内発表会 
を一般公開します。 
ご家族・お友達をお 
誘いの上、ぜひお越 
しください。 
料　金　無料 
■団員募集 
　楽しい合奏の輪に入りませんか。函館ジュニア・ドリ 
ーム・オーケストラでは団の活動に参加可能な小学生か 
ら高校生までを対象に団員を募集しています。 
日　時　毎週日曜日午前９時３０分～１２時 
場　所　函館市立鍛神小学校、他 
入会金　２,０００円 
団費等　２,５００円（月額） 
保険料　６００円（年額） 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
 

　箏（こと）を春休み５日 

間学んでいただきます。お 

箏が奏でる美しい音色にあ 

なたもふれてみませんか。 

講　師　ＮＰＯ法人青少年 
　　　　と伝統芸能を育て 

　　　　る会 

期　間　３月２５日�～２９日� 
時　間　午後１時３０分～３時 
会　場　函館市民会館　展示室 
受講料　１,６００円（受講料・傷害保険料含む。初回 
　　　　練習日にお支払いただきます） 

対　象　市内及び近郊の小学１年生～中学生 
定　員　１４名（先着順） 
申込み　３月１日�～２１日�まで 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 



　北海道教育大学函館校情報デザイン卒業制作・大学院 
美術教育専修修士制作、及び在校生の作品制作。 
　デザイン、絵画、陶芸等の学習・研究成果の発表。 
時　間　午前９時～午後６時 
　　　　（初日：午後１時～、最終日：～午後５時） 
料　金　無料 
問合せ　�４４－４３１８（情報デザイン分野李研究室） 

曲　目　ウィリアム・Ｈ・ヒル／ 
　　　　　セント・アンソニー・ヴァリエーション　他 
料　金　５００円（当日１００円増） 
　　　　小学生以下無料 
問合せ　�０８０－３２３１－１９９２（立花） 

　「新人演奏会」がリニューアル。クラシック音楽、 
伝統芸能の分野において日々音楽を学ばれている若 
い演奏家の出演を募集します。過去に出演経験のあ 
る方も複数回の出演が可能です。 
　多くの方の応募をお待ちしています。 
出演対象［次の要件を満たす方］　 
・函館（近郊）出身の方、当市にゆかりのある方。 
・音楽大学または一般大学等の音楽関係の課程・コ 
　ースを卒業（修了）された方。または同程度の実 
　力を有する方（函館音楽協会員の推薦のある方等）。 
・２０歳～３０歳の方 
※応募多数の場合は書類選考があります。 
日　　時　７月３０日� 
会　　場　函館市芸術ホール 
参 加 料　２０,０００円相当の入場券販売 
募集期間　３月１日�～４月３０日� 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　　　　マードックからの最後の手紙  
　　　　オーメンズ・オブ・ラブ　　他 
日　時　３月２０日�午後２時 
会　場　七飯町文化センターパイオニアホール 
料　金　無料 
問合せ　�６５－２２１１（七飯中学校・大和）    
■小学生楽器体験コーナー 
　吹奏楽の楽器を体験してみませんか。初めてでも大 
丈夫です。数分後には、あなたもプレーヤーになって 
います！！ 
時　間　１２時３０分～午後１時４５分 
会　場　パイオニアホール入口２０１号室 

　春風にのせて七飯中学校吹奏楽部があたたかな音楽 
をお届けいたします。響き渡る吹奏楽のサウンドに、 
近づく春の鼓動を感じてください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
曲　目　２０１１年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より 

日　時　３月６日�午後２時 
会　場　北斗市総合文化センター 
　　　　かなで～る大ホール 
料　金　無料 
主　催　上磯小学校 
　　　　上磯小学校吹奏楽部保護者会 
問合せ　�７３－２０６２ 
　　　　（上磯小学校・高橋） 

日　時　３月１３日�午後２時 
会　場　北斗市総合文化センター 
　　　　かなで～る大ホール 
料　金　無料 
主　催　久根別小学校吹奏楽部 
　　　　久根別小学校吹奏楽部後援会「オクターヴ」 
問合せ　�７３－７５３０ 
　　　　（久根別小学校・三笠） 
 

日　時　５月２５日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センター 
　　　　かなで～る大ホール 
料　金　１,９８０円 
　　　　（当日２,２００円） 
主　催　北斗市かなで～る協会 
かなで～る協会員先行発売　３月１８日� 
一般発売　３月２５日� 
 



■「はこだて冬フェスティバル写真コンテスト展示会」 
会　期　３月１８日�～３月３１日� 
時　間　午前９時３０分～午後７時３０分 
　　　　（最終日午後５時まで）　 
会　場　洋物館ギャラリー（金森洋物館内） 
料　金　入場無料 
 

開　演　午後７時 
料　金　２,０００円 
主　催　勁草会 
問合せ　�４３－５９２３（伊藤） 
 
 
■「北大水産学部　写真部　卒展」
　函館に来てから写真を始めまし 
た。函館の街や景色、そして人が 
大好きです。こんな素敵な街だか 
ら写真が好きになりました。内容 
はまとまりがないかもしれません。 
でもそれがみんなの個性なんです。 
自分たちの３年間の集大成。そし 
て初めての写真展。 
会　期　３月６日�～３月１２日� 
時　間　午前９時３０分～ 
　　　　午後７時３０分 
料　金　入場無料 
　　　　１０名の部員による総数２０点（予定）の卒業 
　　　　記念展示です。 

●函館山サッポロビール寄席
出　演　林家たい平　 
プロフィール 
　１９６４年埼玉県秩父生まれ。 
武蔵野美術大学造形学部卒業後、 
林家こん平師匠に入門。２００ 
０年真打昇進。ＮＨＫ新人演芸 
コンクール優秀賞、花形演芸大 
賞銀賞（国立演芸場主宰）など 
数多くの賞を受賞。２００４年１ 
２月からは、病気療養中の師匠 
・林家こん平師匠のピンチヒッ 
ターとして日本テレビの人気長寿番組「笑点」の大喜利 
メンバー入り。現在は正式メンバーとして活躍中。 
日　時　３月２４日� 
　　　　第１部「ドリンクタイム」午後６時　 
　　　　第２部「寄席」　　　　　午後７時　 
　　　　※午後８時３０分終了予定 
会　場　函館山山頂２Ｆ　クレモナホール 
　　　　※ドリンクタイムは３Ｆティーラウンジ「レガ 
　　　　　ート」（オードブル付） 
定　員　１６０名 
料　金　３,５００円 
　　　　（ロープウェイ往復搭乗料、飲食、消費税込） 
チケット取扱　松柏堂プレイガイド 
　　　　　　　函館山ロープウェイ山麓駅 
問合せ　�２７－３７００（ＦＭいるか） 
　　　　なお、寄席の模様は後日ＦＭいるかにて放送予 
　　　　定です。 
●リクエスト＆メッセージ
　ＦＭいるかでは、毎日皆さんからのメッセージやリク 
エスト、パーソナリティへの疑問・質問など様々なメッ 
セージをお待ちしております。ホームページ内のメッセ 
ージフォームにご記入の上、気軽に番組に参加してくだ 
さい！ 
フォーム 
ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｍｅｓｓａｇｅ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ 
※番組ごとのＥメールアドレスもございます。 
･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話）ＦＡＸ２３－３１００ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
携帯サイト　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
 
 
●クレアシオンＶｏｌ.６７ 
出　演　森洋子（チェンバロ）、宍戸良子（リコーダー） 
　　　　松石隆・佐藤知歩（フルート） 
　　　　千田彩・次藤正代・増田朗子（ソプラノ） 
　　　　畑中一映・吉本有佑（ピアノ） 
　　　　佐藤亮（ヴァイオリン）、野中敏明（チェロ） 
日　時　３月５日�午後７時 
料　金　２,０００円（全席自由、茶菓付き） 
問合せ　�０９０－１３８５－８７０９（事務局） 
 
 
●山下洋輔　ソロ・ライブ 
日　時　３月５日�午後７時 
料　金　４,５００円（ロープウェイ搭乗料込） 
問合せ　�５５－８１２１（ＨＢＣ函館放送局） 
 

　バンダ・カスターナは、２０ 
０４年より活動を開始。０７年 
に「Mｔ.ニセコくっちゃんＪＡ 
ＺＺ ＦＥＳ」に函館のバンドと 
しては初出演を果たし、高い評 
価を得る。０８年～１０年まで 
「サッポロ・シティ・ジャズ」の 
「パーク・ジャズ・ライブ」に 
参加、メイン会場の厳選された 
少数のアマチュア・バンドのみ 
が出演を許される「ホワイト・ 
ロック」等に出演する。レパー 
トリーは、「サルサ」をベースに 
マンボ・ルンバ・チャチャチャ・ソン等。 
開　演　午後７時 
料　金　２,０００円（１ドリンク付） 
主　催　ＢＡＮＤＡ　ＣＡＳＴＡＮＡ 
問合せ　�０５０－３３５３－７２７４ 
　　　　（オフィス・カスターナ） 
 

　金森ホールでは、文化的イベント等、金森ホールが 
函館の文化向上、発展に適していると思われる催事に 
対し、金森ホール使用料を減免致します。 
問合せ　�２３－０３３８（金森ホール） 



表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
本
通
に
あ
る
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
た

鉄
製
ゲ
ー
ト
。
こ
れ
は
河
川
か
ら
暗

渠（
あ
ん
き
ょ
・
中
に
埋
没
さ
れ
た
水

路
）
に
水
を
導
く
樋
門
（
ひ
も
ん
）
で

す
。
洪
水
時
に
は
ハ
ン
ド
ル
を
回
し

て
ゲ
ー
ト
が
閉
め
ら
れ
市
街
地
に
洪

水
が
流
入
し
て
く
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　 
                 

●
北
水
軽
音
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
４
日
�
未
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
函
館
高
専
軽
音
追
い
出
し
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
午
後
３
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
天
国
注
射
Ｖ
ｏ
ｌ.

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｏ
ｔ
他
全
９
バ
ン
ド
出
演

日
時
　
３
月
６
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　

●
Ｍ
ｕ
ｓ
ｈ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
企
画
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
未
定
　
　
　
　
　 

　
　
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
未
定
　
　
　 

　
　
　
　
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ 

Ｖ
ｏ
ｌ.

２７
　
　

出
演
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ  
¦
ｓ
、
Ｌ
ｉ
ｐ
ｓ
＆
ｖ
ｉ
ｂ

　
　
　
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
、
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ 

ｎ
ｉ
ｇ

　
　
　
ｈ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ 

ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ 

ｄ
ｏ

　
　
　
ｖ
ｅ
、
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２７
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　 

　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　

　 
 

●
Ａ 

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
ｏ
ｌ.

１
８
３

出
演
　
７
バ
ン
ド
予
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１９
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
６
０
０
円
　
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２  
¦
９
７
１
９
（
同
ス
タ
ジ
オ
）
　

　
　
　
　
　 

 

●
ク
ニ
イ
Ｊ
ａ
ｍ
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
）
　
　
　

日
時
　
３
月
６
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
チ
ッ
コ
ソ
ウ
マ
　
ラ
イ
ブ
＆
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン

日
時
　
３
月
２７
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　

料
金
　
　
２
０
０
０
円
　
２
５
０
０
円
　
　
　
　

※
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
み
料
金
１
０
０
０
円
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

●
初
心
者
向
け
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
　
　
　

日
時
　
４
月
４
・
１１
・
１８
・
２５
日
の
月
曜
日
午
後
１
時

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　

申
込
　
３
月
３
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は

　
　
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
７
・
１４
・
２１
・
２８
日
の
木
曜
日
午
後
１
時

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　

申
込
　
３
月
８
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は

　
　
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
教
室
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
９
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

　
　
　
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
３
月
１０
日
�
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は

　
　
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
１０
時
　
　
　
　
　

対
象
　
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
６
時
３０
分
　
　
　

　 
 

●
講
演
会
「
遊
び
は
『
生
き
る
力
』
の
源
」
　
　

案
内
人
　
天
野
秀
昭
氏
（
日
本
冒
険
遊
び
場
づ
く

　
　
　
　
　
り
協
会
・
副
代
表
、
羽
根
木
プ
レ
ー

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
初
代
リ
ー
ダ
ー
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
、
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
氏
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）
　
　

日
時
　
３
月
８
日
�
、
２２
日
�
午
前
１０
時
、
午
後
１
時

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
７
０
０
円
　
　
　
　

　
　
　
　
一
日
券
　
１
５
０
０
円
（
昼
食
付
）
　

暖
房
費
　
１
７
５
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
９
日
�
、
１６
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｂ
ａ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
朝
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
　
１
ｄ
ａ
ｙ

　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ド
ル
〜
コ
ロ
ネ
パ
ン
と
ク

　
ロ
ワ
ッ
サ
ン
〜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
費
　
大
人
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
ピ
ラ
テ
ィ

　
ス
・
英
会
話
講
座
等
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
　

　 
 

●
ふ
わ
ふ
わ
☆
マ
シ
ュ
マ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
前
９
時
３０
分
、午
後
２
時
３０
分

会
場
　
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
か
な
で
〜
る

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
各
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
３
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
サ
ケ
の
秘
密
探
検
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
生
ま
れ
た
て
の
命
を
見
た
い
？
　
　
　
　
　
　

講
師
　
帰
山
教
授
（
北
海
道
大
学
院
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１９
日
�
午
前
８
時
〜
２０
日
�
１２
時
３０
分

会
場
　
八
雲
町
遊
楽
川
流
域
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
３
月
１７
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
！
ス
キ
ー
！
挑
戦
の
旅
　
　
　

日
時
　
３
月
２６
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
２８
日
�
午
後
４
時

会
場
　
定
山
渓
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
９
８
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
３
月
２４
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 ○
海
炭
市
叙
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
武
士
の
家
計
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
冬
の
小
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１２
日
�
〜
２
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
桜
田
門
外
ノ
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
チ
ェ
ブ
ラ
ー
シ
カ
、
く
ま
の
が
っ
こ
う
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ノ
ー
ウ
ェ
ア
ボ
ー
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
シ
ン
グ
ル
マ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
相
棒
ー
劇
場
版
Ⅱ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
２３
日
�
〜
３
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
僕
と
妻
の
１
７
７
８
の
物
語
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｒ
Ｅ
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
太
平
洋
の
奇
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
第
３
章
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２６
日
�
〜
３
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ド
ラ
え
も
ん
２
０
１
１
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ツ
ー
リ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｓ
Ｐ
　
革
命
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

■
ち
び
っ
こ
と
マ
マ
の
ア
ル
バ
ム
本
作
り
　
　
　

講
師
　
こ
が
め
い
づ
る
（
手
作
り
絵
本
工
房
の
の

　
　
　
　
か
主
宰
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
、９
日
�
、２６
日
�
午
前
１０
時
３０
分

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
　
　

参
加
費
　
１
回
１
組
５
０
０
円
（
材
料
費
込
）
　

対
象
　
親
子
（
未
就
学
児
）
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
８
０ 
¦
５
５
８
９ 
¦
１
５
６
９
　

　
　
　
　
（
手
作
り
絵
本
工
房
の
の
か
）
　
　
　

■
第
１７
回
投
げ
銭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　

　
唄
っ
て
・
笑
っ
て
・
春
が
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
６
日
�
午
前
１１
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
東
本
願
寺
函
館
別
院
東
山
支
院
（
東
山
１

　
　
　
　 
¦
１ 
¦
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５４ 
¦
６
３
３
１
（
事
務
局
・
内
村
）

■
ゴ
ス
ペ
ル
を
共
に
歌
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
　
飯
田
亜
希
氏
（
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会
会
員
）

日
時
　
３
月
６
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会（
美
原
３
　
５４
　
１３
）

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
２
３
１
１
（
同
教
会
・
中
村
）

■
函
館
映
画
鑑
賞
協
会
第
１
８
３
回
例
会
　
　
　

　
「
オ
リ
ン
ダ
の
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
」
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
７
日
�
①
午
後
２
時
３０
分
②
午
後
７
時

会
場
　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　

料
金
　
入
会
金
３
０
０
円
、
月
会
費
７
０
０
円
　

　
　
　
年
会
費
８
４
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２ 
¦
０
１
９
３
（
同
協
会
）
　
　
　

■
函
館
の
文
学
と
音
楽
の
会
　
春
の
調
べ
午
後
の

　
ソ
プ
ラ
ノ
〜
ソ
プ
ラ
ノ
鑑
賞
と
皆
唱
〜
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
サ
ン
リ
フ
レ
函
館
（
大
森
町
）
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
楽
譜
・
お
茶
付
き
）
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
６
（
細
谷
）
　
　
　
　

■
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
吉
田
淳
子
氏
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
天
野
裕
子
氏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
　
　

日
時
　
３
月
１９
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
６
１
１
１
（
同
ホ
テ
ル
）
　
　

■
北
海
道
大
学
水
産
学
部
交
響
楽
団
卒
業
演
奏
会

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
８
０ 
¦
５
２
９
４ 
¦
１
３
４
５（
西
尾
）

■
木
版
画
佐
藤
国
男
『
山
猫
博
士
の
ひ
と
り
ご
と

　
幻
灯
朗
読
会
』
〜
宮
沢
賢
治
の
世
界
〜
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ジ
ャ
ズ
・
カ
フ
ェ
・
リ
ヨ
ン（
美
原
１ 
¦
４ 
¦
２
）

料
金
　
５
０
０
円
（
１
ｄ
ｒ
付
）
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
３
９
２
５
（
同
店
）
　
　
　
　

■
教
会
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
カ
ト
リ
ッ
ク
湯
の
川
教
会
　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
９
５
９
５
（
茶
房
櫻
の
下
）
　

■
タ
テ
タ
カ
コ
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
２
０
１
１
「
Ｈ
ａ
ｒ
ｋ

　
ｉ
ｔ
ｅ
ｋ
　
ｏ
ｒ
　
ｔ
ａ
　
ａ
ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
」
　

日
時
　
３
月
１６
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
喫
茶
「
想
苑
」
（
青
柳
町
３
　
１５
）
　
　

料
金
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
６
９
０ 
¦
８
１
１
８（
浜
野
）

■
子
ど
も
の
就
職
を
考
え
る
親
の
セ
ミ
ナ
ー
　
　

講
師
　
小
島
貴
子
氏
（
立
教
大
学
准
教
授
）
　
　

日
時
　
３
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
国
際
ホ
テ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２１ 
¦
３
３
０
８
（
函
館
市
経
済
部
労

　
　
　
　
　
働
政
策
室
労
働
課
）
　
　
　
　
　
　

■
公
民
館
マ
チ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
十
六
回
　
バ
ッ
ハ
の
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
　
　

日
時
　
３
月
２０
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
（
青
柳
町
１２
　
１７
）
　
　

料
金
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
３
８
９
¦
２
８
１
３
　

　
　
　
　
（
公
民
館
マ
チ
ネ
事
務
局
）
　
　
　
　

■
ソ
ダ
ツ
チ
カ
ラ
企
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
「
こ
ど
も
と
手
づ
く
り
お
味
噌
作
り
」
第
２
弾

日
時
　
３
月
２１
日
�
午
前
９
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１２
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
幼
稚
園
・
小
学
校
の
お
子
様
　
　
　
　
　

○
「
こ
ど
も
と
手
づ
く
り
お
味
噌
作
り
」
第
３
弾

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
前
９
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
個
人
宅
（
要
問
い
合
わ
せ
）
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
６
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
幼
稚
園
・
小
学
校
の
お
子
様
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
７
６
４
３ 
¦
６
１
７
７（
山
形
）

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な
つ

　
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
氏
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）
　

日
時
　
３
月
２２
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
（
千
代
台
町
）
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　
　
　
　

■
函
館
て
ら
こ
や
尺
八
親
子
教
室
　
　
　
　
　
　

講
師
　
青
少
年
と
伝
統
芸
能
を
育
て
る
会
　
　
　

日
時
　
３
月
２５
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
民
会
館
和
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３２ 
¦
４
３
３
８
（
小
林
）
　
　
　
　

■
乗
馬
セ
ン
タ
ー
（
函
館
競
馬
場
）
　
　
　
　
　

○
函
館
乗
馬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集
　
　
　
　

日
時
　
４
月
か
ら
（
土
・
日
・
祝
日
及
び
学
校
の

　
　
　
休
日
期
間
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
前
８
時
４５
分
〜
１２
時
　
　
　
　
　
　
　

年
会
費
　
３
０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
）
　
　
　

対
象
　
新
小
学
５
年
生
〜
高
校
３
年
生
　
　
　
　

締
切
　
３
月
１６
日
�
必
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
初
心
者
乗
馬
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
６
日
�
〜
８
日
�
午
前
８
時
４５
分
〜

　
　
　
１２
時
（
全
３
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
６
０
０
円
（
保
険
料
）
　
　
　
　
　

対
象
　
１８
才
〜
４５
才
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　

締
切
　
３
月
１６
日
�
必
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５３ 
¦
１
０
２
１
　
　
　
　
　
　
　
　

■
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会
参
加
者
募
集
　
　
　

日
時
　
５
月
１１
・
１８
・
２５
日
、
６
月
１
・
８
・
１５
・
２２
・

　
　
　
２９
日
の
水
曜
日
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　

会
場
　
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
屋
内
コ
ー
ト
（
大
町
１
　
１２
）

講
習
料
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
５
月
４
日
�
ま
で
に
電
話
で
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
１
６
５
２
（
松
原
）
　
　
　
　

　
　
　
　
�
４５ 
¦
７
３
４
０
（
中
村
）
　
　
　
　

■
平
成
２３
年
度
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス

　
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
１７
日
�
〜
１０
月
２３
日
�
（
全
９
回
）

会
場
　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
る
函
館
」

参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
他
）
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
定
員
に
な
り
次
第
　
　
　
　
　
　
　

申
込
先
　
函
館
市
湯
浜
町
５
　
３６
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
函
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

　
　
　
　
松
本
伸
吾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
�
５６ 
¦
６
４
１
８
　
　
　
　
　

　 

当 

前 

当 

前 

当 

前 

当 

前 

  
¦
 

  
¦
 

  
¦
 

  
¦
 

  
¦
   
¦
 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
函
館
生
ま
れ
。
札
幌
大
谷
短
期
大
学
音
楽
専
攻
科
卒
業
後
、
函
館
に
て
音
楽
教
室
主
宰
。
現
在
ま
で
ピ
ア
ニ
ス
ト 

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
ま
た
、
「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ゲ
ザ
ン
グ
・
リ
ー
ベ
」
の
活
動
と
し
て
多
く
の
演
奏
家
と
共
演
。
　 

　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
「
イ
タ
リ
ア
　
光
と
音
」
を
出
版
、
写
真
家
と
し
て
も
活
動
の
範
囲
を
広
げ
る
。 

　
４
ヵ
月
前
か
ら
、
私
は
日
本
の
国

費
留
学
生
と
し
て
北
海
道
教
育
大
学

函
館
校
に
留
学
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
化
や
人
々

の
社
会
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
毎
日

勉
強
し
て
い
ま
す
。
人
生
の
４
分
の

１
を
こ
の
ま
ち
で
す
ご
し
た
私
に
と

っ
て
は
、
今
回
ま
た
こ
う
し
て
も
う

一
度
函
館
に
来
て
留
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
か
ら
１３
年
前
、
私
は
父
の
留
学

と
と
も
に
こ
こ
函
館
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
の
時
初
め
て
見
た
函
館
は

真
っ
白
な
雪
の
中
で
し
た
。
生
ま
れ

て
か
ら
一
度
も
雪
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
不
思

議
な
体
験
で
し
た
。
日
本
語
は
も
ち

ろ
ん
、
文
字
も
何
一
つ
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
学
校
に
か
よ
っ

て
、
友
達
も
沢
山
で
き
ま
し
た
。
毎

日
毎
日
、
日
本
の
子
供
と
同
じ
事
を

見
て
、
学
ん
で
、
同
じ
物
を
食
べ
て
、

５
年
の
期
間
が
す
ぎ
て
、
私
は
家
族

と
と
も
に
母
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
帰

国
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
れ
か
ら
８
年
が
す
ぎ
、
い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
む
ね
に
私
は
今
、
ふ
た

た
び
函
館
に
き
ま
し
た
。
今
回
は
た

っ
た
１
年
間
と
い
う
と
て
も
み
じ
か

い
期
間
で
す
が
、
こ
の
か
ぎ
ら
れ
た

時
間
の
中
で
学
べ
る
事
は
す
べ
て
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
深
い
函

館
の
ま
ち
の
美
し
さ
、
や
さ
し
さ
、

あ
た
た
か
さ
を
今
ま
で
よ
り
も
っ
と

実
感
し
て
、
楽
し
ん
で
帰
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
他
の
留
学
生
と
一
緒
に

残
り
の
８
ヵ
月
間
を
、
楽
し
く
、
ま

じ
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
将
来
、
大
使
に
な
る
夢
を
め
ざ
し

て
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
か
け
は
し
に

な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
今

と
こ
れ
か
ら
の
私
を
、
函
館
と
函
館

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
お
う
え
ん

し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。
　 

　
教
会
に
は
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
の
祈
り
、

街
角
に
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
が
響
き
、
明
る

い
太
陽
の
下
カ
ン
ツ

ォ
ー
ネ
が
歌
わ
れ
る
。

お
里
帰
り
と
称
し
イ

タ
リ
ア
に
通
い
続
け
、

気
が
つ
く
と
１５
年
、

毎
年
の
渡
伊
は
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な

っ
て
い
た
。
　
　
　

　
各
地
に
現
存
す
る

紀
元
前
や
中
世
、
ル

ネ
サ
ン
ス
の
空
間
に

響
く
音
と
降
り
そ
そ

ぐ
光
と
影
は
何
か
を

語
っ
て
い
る
よ
う
で
、

私
は
返
事
を
す
る
よ

う
に
そ
の
美
し
い
瞬
間
を
コ
ン
パ
ク

ト
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
出
合
っ
た
奇

跡
を
音
を
感
動
を
残
し
て
お
き
た
か

っ
た
。
音
楽
は
一
音
一
音
に
ど
れ
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
奇
跡
を
起
す
か
の
瞬

の
集
約
で
、
奏
で
ら
れ
た
音
は
か
す

か
な
記
憶
を
残
し
空
の
彼
方
へ
消
え

て
ゆ
く
。
一
瞬
の
芸
術
に
音
楽
と
写

真
が
重
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　『
被
写
体
は
あ
な
た
の
心
で
す
ね
』
。

驚
い
た
。
残
し
た
い
気
持
ち
が
、
写

っ
て
い
た
。
写
真
家
の
方
よ
り
推
薦

を
い
た
だ
き
一
昨
年
、
『
イ
タ
リ
ア

光
と
音
』
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
集
を
出

版
、
函
館
と
東
京
銀
座
に
て
記
念
写

真
展
と
音
楽
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
出
版

社
の
仕
事
も
舞
い
下
り
た
。
写
真
と

音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
の
機
会
も
与
え
て

頂
き
、
今
年
は
、
イ
タ
リ
ア
に
共
鳴

す
る
友
人
達
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
企

画
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
と
音
楽
と

写
真
、
美
し
い
黄
金
比
で
発
信
し
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
着
物
と
桜
が
大
好
き
な
ナ
ポ
リ
の

友
人
は
日
本
の
美
し
い
精
神
と
文
化

を
も
っ
と
世
界
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い

と
言
う
。
イ
タ
リ
ア
の
文
化
か
ら
多

く
の
事
を
学
ん
だ
。
日
本
古
来
の
文

化
は
私
た
ち
が
発
信
し
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
ア
ッ
シ
ジ
近
郊
の
小

さ
な
村
に
住
む
友
人
宅
で
『
さ
く
ら

さ
く
ら
』
を
歌
う
と
、
１２
歳
に
な
る

彼
女
の
娘
は
お
返
し
に
と
、
日
本
の

折
り
鶴
と
手
毬
を
折
っ
て
く
れ
た
。

　
次
回
は
有
限
会
社
メ
ガ
ネ
の
サ
カ

キ
取
締
役
、
新
規
事
業
部
開
発
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
・
榊
守
人
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
す
。
　
　



○パーヴェル・ベルマン　ヴァイオリンリサイタル
　日時　４月１０日�午後２時 
　　　　　　１１日�午後６時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
○デューク・エイセス百歌繚乱 
　日時　５月１８日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○秋元順子コンサートツアー２０１１
　※「ＰＭＦアンサンブル」との選択となります。秋元 

　　順子選択の場合は１,０００円の追加会費が必要です。 

　日時　７月４日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○ＰＭＦアンサンブル
　※「秋元順子コンサート」との選択になります。 

　日時　７月１６日�午後６時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
○ジョン・健・ヌッツォ　テノールリサイタル
　日時　９月１２日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○ロシア国立サンクトペテルブルク・アカデミー・バレ 
　エ「白鳥の湖」
　日時　１０月２８日�午後６時３０分 
○古謝美佐子コンサート 
　日程　平成２４年１月２５日� 
　会場　函館市民会館大ホール 
○ｃｏｂａ 
　日程　平成２４年３月１５日�予定 
　会場　函館市民会館大ホール 
 

○加藤健一事務所「出発の詩集」
　ロンドン、ＮＹで絶賛された究極の家族劇。鋭い感性 

でカトケンが選び抜いたシリアスドラムの秀作。 

　作　ウィリアム・ニコルソン　演出　鵜山　仁 
　出演　加藤健一、久野綾希子、山本芳樹 
　日時　４月１２日�午後６時４５分 
　　　　　　１３日�午後１時３０分 
○俳優座劇場プロデュース「東京原子核クラブ」
　作　マキノノゾミ　演出　宮田慶子 
　出演　田中壮太郎、石井テルユキ、若杉宏二、他 
　日時　６月１日�午後６時３０分 
　　　　　　２日�午後１時３０分 
○夏の会　女優達による朗読「夏の雲は忘れない」
　日時　８月１０日�午後７時 
　　　　　　１１日�午後１時３０分 
○東京ヴォードヴィルショー「アパッチ砦の攻防」
　日時　１０月１４日�午後６時３０分 
　　　　　　　１５日�午後１時３０分 
○民藝「海霧」
　日時　１２月５日�午後６時４５分 
　　　　　　　６日�午後１時３０分 
○音楽座ミュージカル 
　「シャボン玉とんだ 宇宙までとんだ」
　日時　平成２４年２月１３日�午後６時３０分 
　　　　　　　　　　　１４日�午後１時３０分 
 
 
　会場　函館市芸術ホール 
 

感動のステージ！音楽でステキな出会いをしませんか。 こころに、「感動」のコレクション。

　
今
回
は
、
１
月
１６
日
に
函
館
市
芸

術
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
「
メ
モ
リ

ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
ユ

ー
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

１３
」
に
出
演
し
た
中

安
瑠
奈
さ
ん
で
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

使
用
し
、
自
分
自
身
の
記
念
や
、
家

族
に
演
奏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
。
毎
年
４０
名
ほ
ど
が

参
加
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
　

　
　
　 

                             

       

　
わ
た
し
は
、
去
年
の
５
月
に
ピ
ア

ノ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
１
年
生
の
時

の
お
楽
し
み
会
で
、
自
分
の
と
く
い

な
こ
と
を
は
っ
ぴ
ょ
う
す
る
時
間
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
ピ
ア
ノ
を
ひ
け

る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
自
分
も
ひ

い
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ピ
ア
ノ
の
音
は
思
っ
て
い
た
よ
り

も
き
れ
い
な
音
で
、
ひ
い
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
き
ょ
く
も
た
く

さ
ん
ひ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ひ
け
る
中
で
い
ち
ば
ん
す
き
な
き

ょ
く
は
「
木
馬
の
へ
い
た
い
」
で
す
。 

　
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
は

じ
め
て
の
ぶ
た
い
だ
っ
た
の
で
、
ふ

だ
ん
は
き
ん
ち
ょ
う
し
な
い
わ
た
し

も
、
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

き
ょ
く
は
「
小
さ
な
せ
か
い
」
と
「
い

な
か
の
お
ど
り
」
で
し
た
。
ゆ
び
を

大
き
く
広
げ
る
と
こ
ろ
が
少
し
む
ず

か
し
か
っ
た
の
で
、
し
っ
ぱ
い
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
き
ょ

く
の
は
じ
め
は
音
を
一
つ
と
ば
し
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
あ
と
は
う
ま
く

ひ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
え
ん
そ
う
が
お
わ
っ
て
か
ら
、

き
み
ど
り
の
リ
ボ
ン
が
つ
い
た
お
花

を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
つ
か
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ト
ル

コ
こ
う
し
ん
き
ょ
く
を
ひ
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ピ

ア
ノ
を
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
                         

　
代
表
に
選
ば
れ
た
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
も
の
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
自
分
の
所
属
チ
ー
ム
と
代
表
チ
ー

ム
で
は
違
う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　
代
表
チ
ー
ム
の
場
合
、
自
分
の
や

り
た
い
プ
レ
ー
が
で
き
る
と
こ
ろ
が

素
晴
ら
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

何
で
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
父
が
高
校
生
の
時
に
し
て
い
た
影

響
で
、
幼
稚
園
の
時
に
ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ど
こ
で
す
か
？
　

　
ウ
イ
ン
グ
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
こ
な
す
上
で
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？
　
　

　
常
に
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
取

り
方
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
自
分
の
一
番
の
持
ち
味
は
何
だ
と 

思
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
走
り
と
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
　
　
　

　
練
習
内
容
で
工
夫
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

　
夏
場
は
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、

冬
場
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
プ
レ
ー
を
多

く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
、
選
手
同
士
で
話
し
合
い
、
内
容

に
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
練
習
で
、
自
身
が
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
タ
ッ
ク
ル
を
か
け
ら
れ
て
も
倒
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
ラ
グ
ビ
ー
に
は
、
け
が
が
付
き
も

の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
出
場
に

絡
む
よ
う
な
、
け
が
は
あ
り
ま
し
た

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
幸
い
、
今
ま
で
大
き
な
け
が
は
な

か
っ
た
の
で
、
け
が
の
こ
と
は
意
識

し
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
格
を
活
か
し
た
プ
レ
ー
、
走
力

を
活
か
し
た
プ
レ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
て
、
誰
で
も
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ラ
グ
ビ
ー
が
難
し
い
と
思
う
の
は

ど
ん
な
と
き
で
す
か
？
　
　
　
　
　

　
プ
レ
ー
に
食
い
違
い
が
生
じ
た
と

き
に
、
修
正
が
簡
単
に
い
か
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
プ
レ
ー
で
、
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
　
　

　
小
さ
い
ミ
ス
を
し
な
い
こ
と
。
基

本
的
な
こ
と
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
？

　
菅
平
で
行
わ
れ
た
、
Ｕ
　
１７
の
全

国
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場

し
た
大
会
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
当
面
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
大
会
で
、
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
に
選
ば
れ
る
こ
と
で
す
。
　
　

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
消
防
士
で
す
。
（
父
親
が
消
防
士

を
し
て
い
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　

　
目
標
に
し
て
い
る
言
葉
は
、
何
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
打
倒
！
山
の
手
！
　
　
　
　
　
　

　
目
標
と
す
る
選
手
は
、
ど
な
た
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
父
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
思
い
は
？
　

　
木
津
谷
先
生
（
函
工
高
校
監
督
）

に
誘
わ
れ
て
函
工
高
校
で
プ
レ
ー
を

し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
仲

間
と
ラ
グ
ビ
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
更

に
上
の
代
表
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

            

◎
石
川
　
木
連
続
講
座
　
　
　
　
　

　
「
　
木
の
あ
し
あ
と
」
　
　
　
　

◯
第
２
回
「
　
木
と
郁
雨
」
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
午
後
２
時
　
　

◯
第
３
回
「
国
際
人
　
木
」
　
　
　

日
時
　
３
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　

　 講
師
　
櫻
井
健
治
氏
（
日
本
近
代
文

　
　
　
　
学
会
会
員
）
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

※
申
込
み
は
各
回
と
も
電
話
で
　
　

　 
  

　
石
川
　
木
は
、
今
年
４
月
１３
日
に

１
０
０
回
忌
を
迎
え
ま
す
。
２６
年
と

２
ヶ
月
と
い
う
短
い
人
生
で
し
た
が
、

逆
に
、
　
木
の
文
学
は
極
め
て
長
命

で
、
１
０
０
回
忌
を
迎
え
る
今
な
お

光
を
放
ち
続
け
て
い
ま
す
。
立
待
岬

に
眠
っ
て
い
る
　
木
を
追
悼
し
、
次

の
２
つ
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　 
 

　 
     

◎
企
画
展
「
石
川
　
木
遺
品
展
　
　

　
〜
百
回
忌
に
寄
せ
て
〜
」
　
　
　

　
例
年
の
「
直
筆
資
料
展
」
に
代
え

て
、
函
館
中
央
図
書
館
　
木
文
庫
が

所
蔵
す
る
　
木
の
「
遺
品
」
を
展
示

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１７
日
�
〜
１０
月
１２
日
�

◎
石
川
　
木
講
座
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
山
本
玲
子
氏
（
石
川
　
木
記

　
　
　
　
念
館
学
芸
員
）
　
　
　
　

日
時
　
８
月
２７
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

◎
「
高
橋
掬
太
郎
生
誕
１
１
０
年
に

　
よ
せ
て
」
　
　
　
　
　
　
　 

       

　
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
「
こ
こ
に

幸
あ
り
」
「
古
城
」
な
ど
数
々
の
ヒ

ッ
ト
曲
の
作
詞
を
し
、
日
本
歌
謡
史

に
不
朽
の
名
声
を
残
し
た
高
橋
掬
太

郎
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
１
１

０
年
に
な
り
ま
す
。「
第
二
の
故
郷
」

と
言
っ
て
函
館
を
愛
し
た
高
橋
掬
太

郎
の
生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し
、
次

の
２
つ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
　
　

○
企
画
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
高
橋
掬
太
郎
の
ゆ
か
り
の
品
々
を

展
示
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

○
文
学
館
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　

　
生
前
親
交
の
あ
っ
た
長
田
暁
二
氏

（
音
楽
文
化
研
究
家
）
に
掬
太
郎
の

思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
文
学
の
夕
べ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
は
じ
め

広
く
文
学
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



　
巷
で
は
、
斉
藤
佑
樹
投
手
の
佑
ち

ゃ
ん
フ
ィ
ー
バ
ー
に
は
じ
ま
り
、
サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

王
者
な
ど
、
結
果
の
情
報
と
同
時
に

選
手
た
ち
の
動
向
も
随
時
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
、

ス
タ
ー
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
選
手
を

集
中
報
道
す
る
機
会
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
日
本
人
選

手
の
活
躍
が
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
経
済
事
情

を
動
か
す
も
の
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
切
に
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
皆
さ
ま
は
、
子
ど
も
の
頃

に
一
度
や
二
度
は
経
験
し
た
こ
と
が

あ
る
、
子
ど
も
の
頃
は
ず
っ
と
や
っ

て
い
た
、
な
ど
過
去
の
体
験
か
ら
何

ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
始
め
た
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ

う
と
思
っ
て
い
た
り
は
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
あ
る
報
告
に
よ
る
と
、
幼
少

時
の
身
体
活
動
量
が
成
人
に
な
っ
て

か
ら
の
身
体
活
動
量
や
健
康
状
態
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
ス

ポ
ー
ツ
・
運
動
の
環
境
が
、
子
ど
も

の
生
涯
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
成

り
得
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
環
境
に
は
、
自
然
環
境
、
社
会
環

境
、
人
的
環
境
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
地
域
性
と
し
て
概
括
的
に

捉
え
て
み
た
い
と
も
思
い
ま
す
。
私

の
出
身
地
で
あ
る
愛
知
県
は
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
一
目
置
か
れ
る

県
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
伊
藤

み
ど
り
選
手
を
は
じ
め
、
安
藤
美
姫

選
手
、
浅
田
真
央
選
手
、
村
上
佳
菜

子
選
手
の
よ
う
な
日
本
を
代
表
す
る

選
手
た
ち
が
世
界
で
活
躍
し
て
い
る

こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ケ
ー
ト
と

ふ
れ
あ
え
る
社
会
環
境
が
拡
充
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
が
充
実
す
る
に
し
た
が
い
、
育

成
の
シ
ス
テ
ム
、
コ
ー
チ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
等
の
人
的
環
境
も
よ
り
安
定
し

て
く
る
の
で
す
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

の
ス
ー
パ
ー
中
学
生
で
有
名
な
高
梨

沙
羅
選
手
や
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

の
高
木
美
帆
選
手
は
北
海
道
出
身
で

す
ね
。
幼
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
や
ス
ケ

ー
ト
が
で
き
る
自
然
環
境
が
礎
と
な

っ
て
他
の
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
を
と
り
ま
く

様
々
な
環
境
が
安
定
す
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
子
ど
も
た
ち
が
積
極

的
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
し
、
地
域
性

を
確
立
し
て
い
く
の
で
す
。
　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
、
人
が
環
境
を
つ
く

り
、
環
境
が
人
を
つ
く
る
と
い
え
ま

す
。
よ
い
環
境
が
な
く
て
は
、
ス
ポ

ー
ツ
は
楽
し
め
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

関
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
、
健
康
な
人
生

を
お
く
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
の
手
段
と
し
、
環
境
を
整

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　

　
５
回
に
渡
っ
て
綴
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
私
の
コ
ラ
ム
も
今
回
で
最
終
回

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
お
読
み

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
１
９
７
８
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
科
学
研
究

科
体
育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期

退
学
。
体
育
科
学
修
士
。
函
館
大
谷
短

期
大
学
講
師
。
健
康
運
動
指
導
士
。
専

門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
幼
児
教
育
、
水

泳
（
１
９
９
９
年
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
日
本
代
表
）
、
日
本
体
育
協
会

公
認
コ
ー
チ
（
水
泳
）
。 

            

◎
土
曜
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」
　
　

○
第
３
回
「
せ
た
な
地
方
の
ア
イ
ヌ

　
勢
力
を
探
る
」
　
　
　
　
　
　
　

　
「
新
羅
之
記
録
」
に
は
、
１
５
０

０
年
頃
せ
た
な
地
方
に
大
き
な
勢
力

を
持
つ
ア
イ
ヌ
の
い
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。「
瀬
田
内
チ
ャ
シ
跡
」

な
ど
、
利
別
川
河
口
で
の
発
掘
成
果

を
併
せ
、
そ
の
様
子
を
探
り
ま
す
。

　 
             

講
師
　
松
崎
水
穂
（
当
館
学
芸
員
）

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

参
加
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
一
般
３０
名
（
先
着
順
）
　
　

申
込
み
　
受
付
中
（
電
話
で
）
　
　

　 ◎
収
蔵
・
企
画
展
　
　
　
　
　
　
　

　
（
仮
）
渡
島
半
島
の
ア
イ
ヌ
資
料

　
ー
椎
久
家
旧
蔵
資
料
な
ど
ー 

　

期
間
　
９
月
１０
日
�
〜
１１
月
１３
日
�

◎
北
方
民
族
資
料
館
講
座
　
　
　
　

○
夏
休
み
自
由
研
究
　
　
　
　
　
　

　
親
子
体
験
　
北
方
民
族
文
様
の
切

　
り
紙
細
工
を
し
よ
う
　
　
　
　
　

日
時
　
８
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
小
学
生
と
保
護
者
３０
名
　
　

○
ア
イ
ヌ
文
様
木
彫
り
教
室
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
家

　
　
　
　
　
を
講
師
に
、
木
製
器
具

　
　
　
　
　
を
作
り
な
が
ら
ア
イ
ヌ

　
　
　
　
　
文
様
や
技
法
を
習
い
、ア

　
　
　
　
　
イ
ヌ
の
物
作
り
や
器
に

対
す
る
考
え
方
を
学
び
ま
す
。
　
　

日
時
　
９
月
３
日
�
・
４
日
�
　
　

材
料
費 

２
５
０
０
円
程
度
　
　
　

定
員
　
一
般
２０
名
　
　
　
　
　
　
　

○
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
教
室
　
　

　
ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
家
を
講
師
に
作

品
を
作
り
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
文
様
刺

繍
の
基
礎
技
術
を
習
い
、
衣
装
の
伝

統
文
様
や
ア
イ
ヌ
女
性
と
針
仕
事
と

の
関
わ
り
な
ど
を
学
び
ま
す
。
　
　

初
級
編
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
１５
日
�
・
１６
日
�
　
　

材
料
費
　
８
０
０
円
程
度
　
　
　
　

定
員
　
一
般
２０
名
　
　
　
　
　
　
　

入
門
編
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
１７
日
�
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
５
０
０
円
程
度
　
　
　
　

定
員
　
一
般
２０
名
　
　
　
　
　
　
　

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク
　
　
　

日
時
　
１１
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
一
般
６０
名
　
　
　
　
　
　
　

　
　 



　 
          

◎
第
１
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
ナ
イ
ト

　
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
６
月
２９
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
　
　

定
員
　
１０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
１５
分
　
　
　
　
　

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
４５
分
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
５０
名
（
申
込
順
）
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１０
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

　
（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
）
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
１０
時
３０
分

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

定
員
　
５０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
６
月
２４
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

定
員
　
１０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
６
月
２５
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
６
月
２５
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
サ
ン
デ
ィ
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
４
月
１７
日
�
〜
６
月
２６
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
６
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
ロ
ン
グ
５０
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１８
日
�
〜
６
月
２７
日
�

　
　
　
の
月
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
�

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

◎
第
１
回
幼
児
の
水
遊
び
教
室
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
６
月
２９
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
〜
４
時
　
　
　
　

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
４
歳
児（
平
成
１８
年
４
月
２
日

　
　
　
生
〜
平
成
１９
年
４
月
１
日
生
）

　
　
　
５
歳
児（
平
成
１７
年
４
月
２
日

　
　
　
生
〜
平
成
１８
年
４
月
１
日
生
）

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
９
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
４
時
３０

　
　
　
　
分
（
４
時
３０
分
現
在
定
員

　
　
　
　
超
過
の
時
は
抽
選
）
　
　

◎
第
１
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
ロ
ン
グ
教
室

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
９
月
２１
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
２０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
８
時
〜
８
時
４０
分
　
　

受
講
料
　
９
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
５
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
� 

◎
第
１
回
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
５
月
２２
日
�

　
　
　
の
土
・
日
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
６
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
４
時
１５
分
〜
４
時
３０

　
　
　
　
分
（
４
時
３０
分
現
在
定
員

　
　
　
　
超
過
の
時
は
抽
選
）
　
　

　 
            

○
弥
生
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
４
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会
　

　
（
中
学
・
高
校
）
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
２６
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
５
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会
　

　
（
大
学
・
一
般
）
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
２７
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
平
成
２２
年
度
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

　
終
了
式
・
卒
業
式
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
大
学
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
函
館
室
内
選
手
権
大
会
　
　
　
　

日
程
　
３
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
第
６２
回
道
南
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
親
善
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
北
斗
市
ス
ポ
セ
ン
他
　
　
　

○
第
３５
回
道
南
中
学
校
選
抜
強
化
講

　
習
会
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
１９
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
桔
梗
中
、
湯
川
中
　
　
　
　

　 
 

○
第
２
回
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｕ

　
Ι
１０
）
室
内
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
程
　
３
月
５
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
各
小
学
校
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
１３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
木
古
内
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　 ■
第
２
回
箱
館
奉
行
所
講
座
　
　
　

　
「
子
孫
が
語
る
土
方
歳
三
」
　
　

　
戊
辰
戦
争
最
後
の
舞
台
に
な
っ
た

箱
館
五
稜
郭
。
旧
幕
府
脱
走
軍
の
一

員
と
し
て
、
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜

け
た
土
方
歳
三
の
土
方
家
に
伝
わ
る

箱
館
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
。
　

講
師
　
土
方
愛
氏
（
土
方
歳
三
資
料

　
　
　
　
館
副
館
長
）
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０
分

会
場
　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１
５
０
名
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
（
高
校
生
以
上
）
　
　

申
込
期
間
　
３
月
１
日
�
〜
１１
日
�

問
合
せ
　
�
５１ 
¦
２
８
６
４（
箱
館
奉
行
所
） 



　 
          

◎
平
成
２２
年
度
市
民
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会

　
「
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
」

講
師
　
外
館
　
潤
（
健
康
運
動
指
導

　
　
　
　
士
、
Ｐ
Ｆ
Ｔ
ヨ
ガ
ア
ド
バ

　
　
　
　
ン
ス
コ
ー
チ
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０
分

参
加
料
　
無
料
（
要
申
込
）
　
　
　

対
象
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関
心
の
あ

　
　
　
る
市
民
、
函
館
市
体
育
指
導

　
　
　
委
員
、
函
館
社
会
体
育
振
興

　
　
　
会
会
員
、
函
館
市
小
・
中
学

　
　
　
校
・
高
校
体
育
教
員
及
び
部

　
　
　
活
動
指
導
者
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
６
日
�
ま
で
に
市
民

　
　
　
　
体
育
館
へ
　
　
　
　
　
　

◎
ウ
エ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ア
ー
・
パ
ー
ト
１７

　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
こ

と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
面
白
さ

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
参
加
者
の
健

康
・
体
力
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
料
　
無
料
（
３
種
目
以
上
体
験

　
　
　
　
し
た
方
に
は
景
品
を
差
し

　
　
　
　
上
げ
ま
す
。
）
　
　
　
　

申
込
み
　
当
日
直
接
市
民
体
育
館
へ

　
　
　
　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
　

◎
平
成
２３
年
度
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教

　
室
受
講
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場
で

抽
選
と
し
、
代
理
人
を
含
め
申
込
者

１
名
に
つ
き
１
件
の
申
込
み
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
兄
弟
・
姉
妹
に
つ
い

て
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
募
集
要
項
は
３
月
上
旬
よ
り
体
育

館
窓
口
ほ
か
で
配
布
予
定
で
す
。
　 

　 
          

●
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
　
　
　

　
陸
上
競
技
場
は
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

の
芝
生
以
外
は
す
べ
て
全
天
候
型
舗

装
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
は
９

レ
ー
ン
の
ほ
か
、
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド

に
は
４
コ
ー
ス
の
雨
天
走
路
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

臨
時
開
場
　
３
月
１９
日
�
〜
３１
日
�

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
芝
生
利
用
は
５
月
上
旬

　
　
　
　
　
予
定
。
　
　
　
　
　
　

使
用
開
始
　
４
月
１
日
�
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
後
７
時

使
用
料
金
（
個
人
１
日)

　
　
　
　

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
５０
円

　
高
校
生
〜
大
学
生
　
　
１
０
０
円

　
一
般
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
函
館
市
内
在
住
又
は
、
在
学
の
小
・

　
中
学
生
の
使
用
料
は
無
料
と
な
り

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
用
使
用
料
　
１
日
２
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
半
日
１
２
０
０
０
円

●
千
代
台
公
園
野
球
場
　
　
　
　
　

　
（
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
　

使
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
５
月
１
日
�
〜
１０
月
３１
日
�

窓
口
受
付
　
３
月
２７
日
�
か
ら
随
時

電
話
受
付
　
３
月
２８
日
�
か
ら
随
時

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
３
月
２７
日
�
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ

　
ジ
ア
ム
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
使

　
用
希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
に
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
千
代
台
公
園
庭
球
場 

　
４
月
分
の
利
用
申
込
は
一
般
利
用

申
込
に
よ
る
受
け
付
け
の
み
と
な
り

ま
す
。
３
月
２０
日
�
午
前
９
時
よ
り

千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
に
て
受
け

付
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
申
込
み
は
４

月
１
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代
台
公

園
庭
球
場
（
�
３１ 
¦
６
９
９
３
）
で

受
け
付
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

※
４
月
は
人
工
芝
張
替
工
事
の
た
め

　
使
用
面
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◎
５
月
・
６
月
の
団
体
定
期
申
込
み

　
３
月
３１
日
�
午
後
５
時
ま
で
に
、

団
体
登
録
と
ハ
ガ
キ
に
よ
る
同
時
申

込
み
が
必
要
で
す
。
配
布
及
び
受
け

付
け
は
３
月
９
日
�
ま
で
函
館
市
民

ス
ケ
ー
ト
場
で
、
１０
日
�
か
ら
千
代

台
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
３
月
５
・
６
・
１２
・
１３
日

の
土
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。
　
　

　
な
お
、
一
般
利
用
申
込
み
は
４
月

２０
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代
台
公
園

陸
上
競
技
場
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
随
時
申
込
み

は
５
月
１
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代

台
公
園
庭
球
場
（
�
３１ 
¦
６
９
９
３
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
３
月
９
日
�
ま
で
　
　
　

　
　
　
　
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
　

　
　
　
　
�
５４ 
¦
５
２
３
３
　
　
　

　
　
　
　
３
月
１０
日
�
か
ら
　
　
　

　
　
　
　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理

　
　
　
　
事
務
所
�
５５ 
¦
１
９
０
０

　 
 

■
編
集
委
員
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　

　
函
館
大
谷
短
期
大
学
講
師
の
河
田

聖
良
先
生
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ

ム
」
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。
５
回
に
わ
た
っ
て
ご
執
筆
い
た

だ
き
ま
し
た
河
田
先
生
に
は
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
次
号
か
ら
は
、
北
海
道
函
館
西
高

等
学
校
の
教
師
で
ラ
グ
ビ
ー
日
本
協

会
公
認
レ
フ
リ
ー
・
石
井
勝
先
生
の

連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
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